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少しょう女じょマンガじゃない！




②恋こいの悩なやみはひとそれぞれ








水みず無なし仙せん丸まる・作

まごつき・絵
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〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。



































































「──ありがとう鬼おに塚づか！　きみのおかげで最さい高こうの思おもい出でが作つくれたよ！」

　号ごう泣きゅうする男だん子しバスケ部ぶ員いんたちを前まえに、私わたしは苦にが笑わらいしかできなかった。




　最さい弱じゃくチームと言いわれているうちの男だん子しバスケ部ぶに、「お願ねがいだから力ちからを貸かしてくれ」と土ど下げ座ざされて、助すけっ人ととして試し合あいに出しゅつ場じょうするはめになった。

　──試し合あい結けっ果かは、[image: ]対たい20で、うちのチームが圧あっ勝しょうした。

　だけど私わたしが大たい量りょう得とく点てんしたわけじゃない。

　というか、私わたしはなにもしていない。

　試し合あい開かい始し直ちょく後ご、うちのチームのメンバーは全まったく動うごかなかった。

　聞きけば、相あい手てチームへのトラウマ（過か去こにボロ負まけしたらしい）があるという。

　私わたしがボールをパスしても、だれも受うけとろうとしない。

　相あい手てチームに、どんどん点てんを取とられる。

　いいかげんしびれを切きらした私わたしは、

「こわいからって動うごかなかったら、ずっとこわいままでしょーが！」

　と叫さけんだ。

　すると、急きゅうにみんなの目めの色いろが変かわった。

「鬼おに塚づか、おれたちがまちがっていたよ！」

「ともに戦たたかおう！」

「たとえこの命いのちが尽つきたとしても！」

「この瞬しゅん間かんは永えい遠えんだ！」

　わけのわからないことを叫さけびながら、みんな人ひとが変かわったみたいに、一いっ心しん不ふ乱らんにボールにくらいつき始はじめた。

　しかも涙なみだを流ながしながら。

　その後ご、キャプテンの初はつ恋こいのミヨちゃんが応おう援えんに来きてくれたことで、キャプテンが華か麗れいなダンクシュートを決きめた。

　さらに初はつ恋こいのミヨちゃんの弟おとうとが、

「お兄にいちゃんたちが優ゆう勝しょうしたら、ぼくも明日あしたの手しゅ術じゅつがんばるよ！」

　と発はつ言げんしたことで、チーム全ぜん員いんが泣なきながらダンクシュートを連れん続ぞくで決きめた。

　そしてさらに初はつ恋こいのミヨちゃんの弟おとうとのクラスメイトの親しん戚せきのおじさんの行いきつけの八や百お屋やさんが「野や菜さいたちに勝しょう利りを見みせてやってくれ！」と大たい量りょうの野や菜さいを持もってきたことで、チーム全ぜん員いんが歯はをくいしばりながら奇き跡せきのロングシュートを次つぎ々つぎに決きめた（なんかもうわからない）。




　くりかえすけれど私わたしは、「動うごかなきゃ」的てきなことを言いっただけ。

　ちなみに、初はつ恋こいのミヨちゃんの弟おとうとの手しゅ術じゅつは、おやしらずの抜ばっ歯しらしい。

　なぜこんな奇き妙みょうな試し合あいになってしまったのか。

　これはきっと、アレだ。

　少しょう年ねんマンガの勾まが玉たまの影えい響きょうだ。




「──夢ゆめ子こ、お疲つかれ」

　今日きょうはめずらしく、クラスメイトのカレンが試し合あいの応おう援えんに来きてくれた。

　私わたしに、タオルとスポーツドリンクを渡わたしてくれる。

　しかし……。

「……ねえ、カレン」

「なあに、夢ゆめ子こ」

「後うしろにいるイケメンの大たい群ぐんは、なに？」

「試し合あい見みてたら、いつの間まにか集あつまってきたのよ」

「ああそう……」


[image: ]



　カレンは、「少しょう女じょマンガの神かみ様さま」の宿やどる勾まが玉たまを身みにつけている。

　そのせいでカレンはどこへ行いってもモテモテで、今いまも大たい量りょうのイケメンがひっついている。

　これがカレンの通つう常じょう運うん転てんだ。

　はっきり言いおう。うらやましい。

「鬼おに塚づかアァァ！」

　私わたしは号ごう泣きゅうする男だん子しバスケ部ぶ員いんたちに、再ふたたび囲かこまれた。

　暑あつ苦くるしい。

　非ひ常じょうに暑あつ苦くるしい。

　てゆうか、男だん子しバスケの試し合あいなのに女じょ子しの私わたしが参さん加かして、しかも腰こしに日に本ほん刀とうぶら下さげてるのにだれからのおとがめもないのは、やはりこれも少しょう年ねんマンガ効こう果かなのか。

　少しょう年ねんマンガって、一いっ体たいなんなんだ。

　家いえに帰かえったら辞じ書しょ引ひいてみよう。

「ありがとう鬼おに塚づか！　本ほん当とうにありがとう！」

「いや、私わたしはなにもしてないですから……」

「鬼おに塚づか、きみは男だん子しバスケ部ぶのヒーローだッ！」

　なんで私わたしがヒーローなのよ。

　私わたしだって私わたしだって、

　少しょう女じょマンガのヒロインみたいな恋こいがしたいのに！










　恋れん愛あい成じょう就じゅの神じん社じゃとして有ゆう名めいな、時とき愛め喜き神じん社じゃ。

　そこで大おお当あたりのおみくじを引ひいた私わたしは、

「少しょう女じょマンガの神かみ様さま」が宿やどる勾まが玉たまを授さずかるはずだった。

　そして、少しょう女じょマンガのようにステキな恋れん愛あいをする予よ定ていだった。

　予よ定ていだった。

　予よ定ていだったのに……、

　私わたしが授さずかった勾まが玉たまには、

　少しょう女じょマンガではなく、

「少しょう年ねんマンガの神かみ様さま」が宿やどっていたのだ。

　そして、少しょう年ねんマンガのような熱ねっ血けつな青せい春しゅんを送おくるはめになったのだ。
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「──今こん度どの日にち曜よう日びも、また助すけっ人とやるの？」

　──翌よく日じつ。

　トリュフとポルチーニのクリームリゾットを食たべながら、カレンが目めを丸まるくした。

「あんた昨日きのう、男だん子しバスケ部ぶの助すけっ人としたばっかりじゃない！」

「うーん、そうなんだけどね……」

「次つぎはなんの試し合あい？」

「剣けん道どう部ぶ」

「断ことわりなさいよ」

「だって、どうしてもって頼たのまれちゃって……」

　カレンが、はあーとため息いきをついた。

　ここは、私し立りつ舎しゃ華か利り木き学がく園えんの食しょく堂どう。

　有ゆう名めいな建けん築ちく家かがデザインしたおしゃれな内ない装そうに、一いち流りゅうシェフ監かん修しゅうの豊ほう富ふなメニューは、「日にっ本ぽん一いち豪ごう華かな食しょく堂どう」として、テレビで紹しょう介かいされたこともある。

　通かよっている生せい徒とも、お金かね持もちな家いえの子こが多おおい。

　目めの前まえのカレンも実じつは、学がく園えん理り事じ長ちょうの孫まご娘むすめだ。

　私わたしはたまたま運うんよく入にゅう学がくできた、いたってフツーの庶しょ民みんだけど。

　そんな私わたしの本ほん日じつのチョイスは、ふんわり卵たまごのつゆだくカツ丼どん。

　トンカツがジューシーで、卵たまごふわっふわで、最さい高こうだね。

「ちょっと夢ゆめ子こ。のんきにカツ丼どんをほおばってる場ば合あいじゃないわよ」

　カレンがテーブルを、指ゆびでコツコツとつついた。

「夢ゆめ子こ。あんたこのまま全すべての休きゅう日じつを、運うん動どう部ぶの助すけっ人とでつぶしていくつもり？」

「だってしょうがないじゃん。私わたしは少しょう年ねんマンガの神かみ様さまに取とり憑つかれてるんだから」

　運うん動どう部ぶの助すけっ人とをやったり、

　見み知しらぬ不ふ良りょうに戦たたかいを挑いどまれたり、

　トレジャーハンターに秘ひ宝ほうを託たくされそうになったり、

　日に本ほん刀とうが腰こしからはなれなかったりするのが、私わたしの通つう常じょう運うん転てんなんだよ。

　好すきな人ひととのデート中ちゅうに、観かん覧らん車しゃの頂ちょう上じょうのゴンドラまで素す手ででよじ登のぼって銀ぎん行こう強ごう盗とうを退たい治じして、正しょう体たい不ふ明めいのマッドサイエンティストが作つくった爆ばく弾だんを止とめたこともあるんだよコンチクショウ。

「……花はなもはじらう女じょ子し中ちゅう学がく生せいの休きゅう日じつがこれじゃあ、よろしくないわね」

　カレンは、うーんと考かんがえこんでいたが、急きゅうに「そうだ！」と瞳ひとみをかがやかせた。

「この間あいだね、となりのクラスの女じょ子しに、文ぶん通つう相あい手てを紹しょう介かいしてってお願ねがいしたんだけど」

「ぶっほぉ！」

　私わたしは飲のみかけていた玄げん米まい茶ちゃをふきだした。

「……カ、カレン、文ぶん通つうするの!?」

「そうよ」

「メールとか、ＳＮＳとかじゃなくて？」

「ええ」

「相あい手ては……男おとこの子こ？」

「そのはずよ」

「いやいやいやいや。いまどき文ぶん通つうっていうのにもおどろいたけど、カレンは紹しょう介かいなんて必ひつ要ようないじゃん、いつでもどこでもモテモテじゃん！」

「そうだけど……」

　カレンが、ふっと目めをふせた。

「……勾まが玉たまの効こう果かでモテてるだけだから、本ほん当とうに私わたしのことが好すきなのか、よくわからないでしょ」

　少すこし、さみしそうな顔かおをした。

　そう言いわれてみると、そうか。

　たとえ好すきな人ひとと両りょう想おもいになれたとしても、それが勾まが玉たまの効こう果かなんだとしたら、ちょっとむなしく感かんじるかも知しれない。

「少しょう女じょマンガの神かみ様さまが言いうには、直ちょく接せつ会あった人にん間げんにしか、少しょう女じょマンガ効こう果かは発はっ揮きされないらしいの」

「そうなんだ？」

「だから文ぶん通つうなら、勾まが玉たまの影えい響きょうなしでやりとりできるでしょ」

「ああ、なるほどねー」

「それで紹しょう介かいしてもらったんだけど、相あい手ての子こが、文ぶん通つうを始はじめる前まえにどうしても直ちょく接せつ会あいたいって言いいだしてきて……。それじゃあ文ぶん通つうの意い味みがないわよね」

　カレンがつまらなそうに、リゾットをスプーンでつつく。

　少しょう女じょマンガの勾まが玉たまがあれば、さぞかし楽たのしい毎まい日にちが送おくれるんだろうなあと思おもっていたけれど。

　カレンにも、意い外がいな悩なやみがあったんだなあ。

「だから夢ゆめ子こ、私わたしの代かわりに会あってきてよ」

「ええっ？　やだよ！　なんか相あい手てをだましてるみたいじゃん！」

「やっぱりそうよね……」

「それに知しらない男おとこの子こと会あうとか、したことないし！」

「私わたしだってないのよ！」

「いつもイケメンつれてるくせに、どの口くちが言いうか！」

「アレはちがうんだってば！」

「とにかくムリムリ！　万まんが一いち、一いちノの瀬せくんに知しられて誤ご解かいされたらイヤだし！」

　同おなじクラスの、一いちノの瀬せ尊たけるくん。

　銀ぎん縁ぶちメガネがよくにあう、クールなイケメン男だん子しだ。

　一年ねん生せいのころからずっと、私わたしは一いちノの瀬せくんに片かた想おもいをしている。

「……前まえから疑ぎ問もんに思おもってたんだけど。一いちノの瀬せくんの推すい理り力りょくって、アレ実じっ際さいどうなの？」

　カレンが、見み下くだしたような表ひょう情じょうで聞きいてきた。

　突とつ然ぜんなんなのよ。

　一いちノの瀬せくんを悪わるく言いうヤツは、たとえカレンでもゆるさないわよ！

「なによカレン、そのとびきりバカにしたような物もの言いいは。一いちノの瀬せくんの推すい理り力りょくになんか文もん句くでもあるの？」

「だって、推すい理りマンガの神かみ様さまに取とり憑つかれて推すい理り力りょくバツグンなら、夢ゆめ子この恋こい心ごころもお見み通とおしなんじゃないの？」

「うぐ……」

　そう言いわれてみれば、そうか。

　一いちノの瀬せくんは、「推すい理りマンガの神かみ様さま」が宿やどる勾まが玉たまを持もっている。

　なので、彼かれに解とけない謎なぞはない。

　学がく園えん内ないでも数かず々かずの難なん事じ件けんを解かい決けつして、みんなからは「名めい探たん偵てい」と呼よばれているのだ。

　だから当とう然ぜん、私わたしの気き持もちもバレていそうなもんだけど……。

　どうなんだろ？

　以い前ぜん、「ぼくのこと、いやらしい目めで見みてる？」とか言いわれてぶっ飛とばしたことはある。

　でも、あれ以い降こうは、なにも言いわれないな。

　私わたしのことが気きになったから個こ人じん情じょう報ほうを盗ぬすみ見みた、というカミングアウトもされたけど。

　あれも、なんだかよくわかんないし。

　一いちノの瀬せくんは私わたしのこと、どう思おもってんのかな。

「……よくわかんないけど、とにかく一いちノの瀬せくんはまちがいなく学がく園えん一いちの名めい探たん偵ていだよ。こないだも音おん楽がく室しつのカギ紛ふん失しつ事じ件けんを、あっという間まに解かい決けつしてたじゃない」

「たしかに。今いまのところ一いちノの瀬せくんの推すい理りが外はずれる場ば面めんは見みたことないわね」

　カレンが、うんうんとうなずいている。

　でしょ？

　そうでしょ？

　一いちノの瀬せくんて、すごいでしょ！

「少しょう女じょマンガ的てきには、その優すぐれた推すい理り能のう力りょくで、愛あいする人ひとのピンチを救すくってほしいものよねえ？」

　カレンが、ニヤリと意い味みありげな笑え顔がおで言いった。

　一いちノの瀬せくんの推すい理り力りょくで、愛あいする人ひとのピンチを救すくう……。

「……それいいかも」

　想そう像ぞうして、思おもわずうっとりした。

　なんらかのトラブルに巻まきこまれて、とらわれの身みとなった私わたしを、一いちノの瀬せくんがその推すい理り力りょくを駆く使しして助たすけにくる……。

　それ、すごいステキ！

　そんなんやってみたい！

　少しょう女じょマンガみたい！

　きゃーっ！

「でもまあ、夢ゆめ子この場ば合あいは、どんなピンチも自じ分ぶんで切きりぬけちゃうもんね」

　その最さい強きょうの魔ま剣けんでね、とカレンが笑わらった。

　……たしかにそうだ。

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまから授さずかった、最さい強きょうの刀かたな。

　外はずしても外はずしても、いつの間まにか私わたしの腰こしにくっついている。

　この刀かたなで千人にんの悪あく人にんをたおすまでは、ずっと少しょう年ねんマンガな日ひ々びが続つづくらしい。

　この魔ま剣けんがある限かぎり、一いちノの瀬せくんが私わたしを助たすけるより、私わたしが一いちノの瀬せくんを助たすけることの方ほうが、確かく率りつとして高たかそうだ。

　なんかがっくりときて、大だい好すきなカツ丼どんなのに半はん分ぶんくらいで食しょく欲よくが失うせてきた。

「──二年ねんの一いちノの瀬せが、犯はん人にんを突つきとめたんだって！」

　私わたしたちから少すこしはなれたテーブルで、男だん子し生せい徒とがさわいでいる。

「あの密みっ室しつ事じ件けんの!?」

「また一いちノの瀬せが？　すげえな！」

「明日あしたの全ぜん校こう集しゅう会かいで、感かん謝しゃ状じょうを渡わたすとか言いってた」

「さっき職しょく員いん室しつに呼よばれてたけど、その話はなしだったんだ？」

「マジ名めい探たん偵ていじゃん！」

　男だん子したちの会かい話わを聞きいて、私わたしとカレンは目めを合あわせた。

　密みっ室しつ事じ件けんて、きっとアレのことだ。

　──数すう日じつ前まえ、全ぜん学がく年ねんで行おこなわれた実じつ力りょくテストの答とう案あん用よう紙しが、何なに者ものかによって盗ぬすまれた。

　答とう案あん用よう紙しは、職しょく員いん室しつで保ほ管かんされていた。

　事じ件けん発はっ覚かくの前ぜん日じつ、最さい後ごに職しょく員いん室しつのカギを閉しめた教きょう師しの話はなしによると、

　答とう案あん用よう紙しはその時ときまでたしかに職しょく員いん室しつ内ないにあったという。

　しかし翌よく朝あさ、学がく園えんへ行いくと、

　答とう案あん用よう紙しはあとかたもなく消きえていた。

　職しょく員いん室しつのドアはもちろん、カギがかかっていた。

　窓まども、全すべて内うち側がわからカギがかかっていて、

　職しょく員いん室しつのドアに設せっ置ちされた防ぼう犯はんカメラにも、なにも映うつっていなかった。

　──これは、完かん全ぜんな密みっ室しつ事じ件けんだった。

　迷めい宮きゅう入いりだとみんなが思おもっていたのに、解かい決けつしたとはおどろきだ。

　こんなむずかしい謎なぞを解とくなんて、やっぱり一いちノの瀬せくんてばすごい！

「私わたし、ちょっと行いってくる！」

　一いちノの瀬せくんにお祝いわいの言こと葉ばをかけなくちゃ！

　残のこりのカツ丼どんを勢いきおいよくかきこんで立たち上あがると、カレンが「はいはい」とあきれた声こえを出だした。




「──一いちノの瀬せくん！」

　ダッシュで職しょく員いん室しつへむかうと、一いちノの瀬せくんがちょうど廊ろう下かへ出でてきたところだった。

　私わたしの姿すがたを見みて、少すこしおどろいた表ひょう情じょうをした。

「鬼おに塚づかさんどうしたの。廊ろう下かを走はしるとあぶないよ」

「ああ、うん、だって、急いそいで来きちゃった、おめでとう一いちノの瀬せくん！」

「おめでとうって、なにが？」

「例れいの密みっ室しつ事じ件けん、解かい決けつしたんでしょう？」

「うん、まあね」

　一いちノの瀬せくんはあいかわらずの無む表ひょう情じょうで、銀ぎん縁ぶちメガネのブリッジを指ゆびでくいと上あげた。

「犯はん人にんはだれだったの？」

「中ちゅう等とう部ぶ三年ねん生せいの、波なみ風かぜという男だん子し生せい徒とだ」

　やっぱり犯はん人にんは、学がく園えん内ないの生せい徒とだったか。

　それも、一つ上うえのセンパイだったとは。

　波なみ風かぜくんか。どんな人ひとかは知しらないなあ。

「防ぼう犯はんカメラにも映うつってなかったんでしょう？　波なみ風かぜくんはどうやって侵しん入にゅうしたの？」

「窓まどから侵しん入にゅうしたんだよ」

「窓まどから？　でも……」

　うちの職しょく員いん室しつは二階かいで、窓まどの外そとにはろくに足あし場ばもない。

「二階かいの窓まどから侵しん入にゅうって、かなりむずかしそうだけど……」

「窓まど下したの地じ面めんに、直ちょっ径けい三センチほどの小ちいさな穴あなが複ふく数すうあったんだ」

「つまり？」

「波なみ風かぜくんは、約やく七メートルの長ながさの竹たけ馬うまに乗のって、窓まどに近ちかづいたんだ」

「約やく七メートル！」

　よゆうで二階かいにとどく長ながさだな！

　なにその巨きょ大だいな竹たけ馬うま。だれが使つかうんだ。

　ああ波なみ風かぜくんか。

　よく乗のれたな。

　波なみ風かぜくんの身しん体たい能のう力りょくハンパない。

「あそこにあるのが、犯はん行こうに使つかわれた竹たけ馬うまさ」

　廊ろう下かのはしに、七メートルの竹たけ馬うまが横よこだおしに置おいてあった。

　すっごいジャマだな。

　てか、あんな巨きょ大だいな竹たけ馬うま、どこで売うってるの？

「学がく園えんの外がい壁へきも、あの竹たけ馬うまで乗のりこえたらしい」

「めっちゃ目め立だつ。目もく撃げき者しゃゼロなのがすごいね」

「波なみ風かぜくんは、竹たけ馬うまの全ぜん国こく大たい会かいの優ゆう勝しょう者しゃなんだ。地じ面めんの穴あなと、波なみ風かぜくんの竹たけ馬うまの先せん端たんが一いっ致ちした。波なみ風かぜくんを問といつめると『山やま田だ先せん生せいの机つくえのとなりにある棚たなの右みぎ側がわ上うえから三番ばん目めに入はいってる答とう案あん用よう紙しなんてぼくは盗ぬすんでいない』と言いったので、それが犯はん人にん特とく定ていの決きめ手てとなったんだ」

「波なみ風かぜくん自じ白はくまっしぐらだね。でも……」

　二階かいの窓まどへの登のぼり方かたは、わかったとして。

「一いちノの瀬せくん、まだ疑ぎ問もんがあるんだけど」

「なんだい？」

「職しょく員いん室しつの窓まどはカギがかかっていて、窓まどガラスも割わられていなかったんでしょう？　どうやって中なかに入はいって、脱だっ出しゅつ後ごはどうやってまたカギをかけたの？」

「それは実じつにかんたんなトリックさ」

　かんたんなトリックとは、いかに。

「職しょく員いん室しつの窓まどは古ふるくて、建たてつけが悪わるく、外そとから窓まどをたたくとカギが開あき、乱らん暴ぼうに閉しめると反はん動どうで勝かっ手てに施せ錠じょうされてしまうんだ」

「うちの学がく園えん、大だい丈じょう夫ぶなの？」

　トリックじゃないし。

　窓まどがただキテレツなだけだった。

「それよりぼくが苦く労ろうしたのは、アリバイ（＊）くずしだ」
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　一いちノの瀬せくんが、ふうとため息いきをついた。

「波なみ風かぜくんには、完かん全ぜんなアリバイがあったんだ」

「アリバイ？」

「犯はん行こう当とう日じつ、波なみ風かぜくんはずっと家いえにいて、家か族ぞくとごはんを食たべたりテレビを見みたり、あげくの果はてにご両りょう親しんと朝あさまでババぬきをしていた。波なみ風かぜくんが家いえから一いっ歩ぽも出でていないことは家か族ぞくが証しょう明めいしている」

　朝あさまでババぬき、すごいな。

　だけどそれなら、犯はん行こうは不ふ可か能のうじゃないか。

「じゃあ、波なみ風かぜくんはどうやって学がく園えんに盗ぬすみに入はいったの？」

「自じ分ぶんと背せ格かっ好こうのよくにた同どう世せ代だいの男おとこともだちを身み代がわりにして、家いえを出しゅっ発ぱつしたんだ。波なみ風かぜくんの家か族ぞくはみんな、その友ゆう人じんを波なみ風かぜくんだと思おもいこんでずっと一いっ緒しょにすごしていた」

「波なみ風かぜくんのご家か族ぞくどうしたの大だい丈じょう夫ぶなの」

「ちなみに動どう機きは、テストがうまくできなかったからだそうだ」

「こんなアクロバティックな犯はん行こうするくらいなら、ちゃんとテスト勉べん強きょうすればいいのにね」

　波なみ風かぜくんのご家か族ぞくの視し力りょくその他たもろもろが心しん配ぱいだけど。

　とにもかくにも、事じ件けんを解かい決けつに導みちびいた一いちノの瀬せくんはやっぱりかっこいい！

「すごいね、一いちノの瀬せくんは推すい理りマンガの神かみ様さまに護まもられているんだもん。どんな謎なぞもラクラク解かい決けつできちゃうよね！」

　私わたしがそう言いうと、一いちノの瀬せくんは少すこしとまどったような目めをした。

「ぼくも最さい初しょはそう思おもっていたんだけど、ちがうんだ」

　一いちノの瀬せくんが、勾まが玉たまのついた首くびかざりをえり元もとから取とりだした。

　推すい理りマンガの神かみ様さまが宿やどる勾まが玉たまは、今日きょうも紫むらさき色いろに光ひかり輝かがやいている。

「最さい近きん気きづいたんだが、勾まが玉たまの力ちからで推すい理り力りょくがアップするというわけではないんだ」

「え、そうなの？」

「この勾まが玉たまを身みにつけていると、未み解かい決けつの事じ件けんや、謎なぞを解とくためのヒントが、ぼくのもとへ次つぎ々つぎに吸すいよせられてくる、といった感かんじなんだ」

　ああ、それはなんとなくわかる。

　私わたしも、少しょう年ねんマンガ的てきな展てん開かいが次つぎ々つぎとやってくるもの。

「勾まが玉たまを授さずかる前まえにくらべれば、いくぶんかは頭あたまの回かい転てんが速はやくなった気きもする。でもだからと言いって、全すべての謎なぞをかんたんに解とけるわけじゃない。目めの前まえにヒントがたくさん転ころがってきても、ぼくがそれに気きづけなかったら、解かい決けつできないからね」

「そうだったんだ。知しらなかった」

「うん。頼たよりにならない、ただの推すい理りマニアでごめんね」

「なんであやまるの!?　頼たよりにならないことないよ！　今いままでたくさんの事じ件けんを解かい決けつできたのは、神かみ様さまの力ちからじゃなくて一いちノの瀬せくんの実じつ力りょくってことでしょ？　そっちの方ほうがよっぽどすごいことじゃない！」

　一いちノの瀬せくんは「うーん……」とうなった後あと、

「でも、なぜかいつも、大たい切せつななにかを見み落おとしているような気きがするんだ」

　深しん刻こくな面おも持もちで言いった。

　それも、なんだか、ちょっぴりさみしそう。

　一いちノの瀬せくんのこんな顔かおは見みたことがない。

　見み落おとしているって、なにをだろう？

「──その通とおり。おまえは重じゅう大だいなトリックを一つ、見み落おとしているぞ」

　ふり返かえると、一人ひとりの男だん子し生せい徒とが立たっていた。

　だれだろう。

　こんな男だん子し、見みたことないな。

「まだまだ甘あまいな一いちノの瀬せ。その程てい度どで学がく園えん一いちの名めい探たん偵ていを名なのるなんて、片かた腹はら痛いたいわ」

　男だん子しは鼻はなで笑わらいながら、やたら長ながい前まえ髪がみを大おおゲサにかき上あげた。

　前まえ髪がみで顔かおが半はん分ぶんかくれてるじゃん。

　ジャマなら切きればいいのに。

「あの人ひとはだれ？　一いちノの瀬せくんのともだち？」

「いや、全ぜん然ぜん知しらない」

「ともだちだなんてやめてくれ。おれと一いちノの瀬せはライバル同どう士しだ」

　え、ライバルなの？

　一いちノの瀬せくんを見みると、無む言ごんで首くびを横よこにふった。

　そりゃそうだよね。

　だれだか知しらないのに、ライバルなわけがない。

　ストーカーなんじゃないのコイツ。

「おれは、二年ねん六組くみの犬いぬ神がみコウスケだ」

　犬いぬ神がみコウスケが不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた。

　どうしようストーカーが笑わらってるこわいよ。

「名めい探たん偵ていとさわがれて、ずいぶんといい気きになっているみたいだな一いちノの瀬せ」

「いい気きになんてなってないよ」

「まあたしかに、音おん楽がく室しつのカギ紛ふん失しつ事じ件けんや、屋おく上じょう封ふう鎖さ事じ件けん、北きた校こう舎しゃの階かい段だんヌルヌル事じ件けんを解かい決けつしたのはおまえだからな。天てん狗ぐになるのも仕し方かたがない」

「だからなってないよ」

「おまえのこともよく知しってるぞ、鬼おに塚づか夢ゆめ子こ」

　犬いぬ神がみくんが、私わたしのことをビシリと指ゆびさしてきた。

「ここいらの学がっ校こうの番ばん長ちょうは、全すべておまえがたおしたそうだな」

「え、たおしてないよ」
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「この界かい隈わいはおまえが仕し切きっているんだろう？　みんながそうウワサしてた」

「仕し切きってないよ！　なにそのウワサ！」

「大おお勢ぜいの不ふ良りょうが一列れつに並ならんでおまえに深ふか々ぶかと頭あたまを下さげてるのを、おれも見みたぞ」

「あー……」

　それは身みに覚おぼえがあるけれど。

　となり町まちで一いち番ばん強つよいらしい不ふ良りょうグループのリーダーが、ケンカを売うってきたので仕し方かたなくたおしたら、翌よく日じつからその取とり巻まきたちに「姐あねさん」とか呼よばれて、あちこちでアイサツされるんだ。

　私わたしだって迷めい惑わくしてるんだ。

「一いちノの瀬せ、おまえは今こん回かいの事じ件けんで、謎なぞを一つ見み落おとしている」

　犬いぬ神がみくんが、今こん度どは一いちノの瀬せくんをビシリと勢いきおいよく指ゆびさした。

　いちいち動うごきが大おおゲサだなコイツ。

「職しょく員いん室しつのセンサーだよ」

　センサーと聞きいて、ポーカーフェイスな一いちノの瀬せくんの顔かお色いろがくもった。

「夜や間かんの職しょく員いん室しつ内ないは、二百個このセンサーが縦じゅう横おう無む尽じんに張はりめぐらされているんだ」

　犬いぬ神がみくんが得とく意いげに言いった。

　二百個このセンサー多おおすぎる。

　職しょく員いん室しつだけが厳げん重じゅうすぎる。

　他ほかの場ば所しょも守まもろうよ。

「しかし波なみ風かぜくんが侵しん入にゅうしたにもかかわらず、そのセンサーが一つも反はん応のうしなかったのはなぜなのか、おまえにわかるか、一いちノの瀬せ？」

「そ、それは……」

　めずらしく一いちノの瀬せくんが額ひたいに汗あせをかいている。

　どうやら一いちノの瀬せくんには、センサーの謎なぞが解とけなかったらしい。

「かんたんなトリックさ。おれが教おしえてやろう、よく聞きいておけ！」

　犬いぬ神がみくんが「ふふん」と鼻はなで笑わらい、また前まえ髪がみを大おおきくかき上あげた。

「──波なみ風かぜくんは、ものすごくがんばって全すべてのセンサーをよけながら侵しん入にゅうしたのさ！」

　なにを言いっているの犬いぬ神がみくん。

　だからもうそれトリックじゃないんだけど。

「波なみ風かぜくんは三歳さいのころから器き械かい体たい操そうを習ならっている。身体からだがやわらかいんだ！」

　と犬いぬ神がみくんが言いった。

　やわらかかったらセンサーよけられるの？

「どうだおまえたち、おれの推すい理り能のう力りょくの高たかさを思おもい知しったか！　センサーの謎なぞを解とけなかった一いちノの瀬せの負まけだ！」

「え、一いちノの瀬せくんの負まけなの？　あんまり負まけた感かんじしないんだけど」

　波なみ風かぜくんの身しん体たい能のう力りょくがすごい、ということだけはわかったけど。

　犬いぬ神がみくんの推すい理り力りょくがすごいかどうかは、ちょっとよくわからない。

「くそ、負まけた……っ！」

　一いちノの瀬せくんが床ゆかに片かたヒザをつき、めいっぱい敗はい北ぼく感かんを味あじわっている。

　え、マジで？

　くやしいの？

「き、気きにしなくていいよ一いちノの瀬せくん。波なみ風かぜくんの運うん動どう神しん経けいが人にん間げんばなれしてただけだよ」

「いいや、完かん全ぜんにぼくの負まけだ……」

　ええええどうしよう。

　こんなに落おちこんでる一いちノの瀬せくん見みたことないよ。

「推すい理りマンガの神かみ様さまに護まもられているのは、おまえだけじゃないということだ！」

　犬いぬ神がみくんが、胸むなもとから首くびかざりを出だした。

　首くびかざりの先さきに、紫むらさき色いろに光ひかる勾まが玉たまがついている。

　あれは……一いちノの瀬せくんが持もっている勾まが玉たまと、同おなじ色いろに見みえるんだけど……。

「おれも、迷めい宮きゅう神じん社じゃで大おお当あたりのおみくじを引ひいたのさ！」

　マジでッ!?

　犬いぬ神がみくんも、推すい理りマンガの勾まが玉たまを!?

　同おなじ勾まが玉たまを持もつ人にん間げんが、こんな近ちかくにいたなんて！

　てゆうかこの学がく園えん、勾まが玉たま持もってる人ひと多おおすぎない!?

「この勾まが玉たまを手てに入いれるのに、どんなに苦く労ろうしたことか……！」

　犬いぬ神がみくんが、勾まが玉たまを強つよくにぎりしめた。

「推すい理りマンガの神かみが祀まつられている迷めい宮きゅう神じん社じゃへ、丸まる三年ねんも通かよいつめたさ。雨あめの日ひも雪ゆきの日ひも、おみくじを引ひきつづけた。時ときには境けい内だいにテントを張はって寝ねとまりし、時ときには御ご本ほん尊ぞんの前まえで腕うでたてふせとスクワットを百回かいした」

　それ、意い味みあんのかな。

　てゆうか境けい内だいにテント張はったらダメだと思おもうよ。

「境けい内だいにテントを張はる許きょ可かは神じん社じゃから得えているさ！」

「うわ、私わたしの心こころの中なかを読よまれたキモチワルイ」

「おれは名めい探たん偵ていだからな！　鬼おに塚づかのような単たん純じゅん人にん間げんの心しん中ちゅうを見みぬくなんて朝あさメシ前まえだ！」

「……そうか、犬いぬ神がみくんも勾まが玉たまを授さずかったのか」

　一いちノの瀬せくんが立たち上あがった。

　犬いぬ神がみくんと対たい峙じし、にらみ合あう。

　ええとなんだろうこれは。

　やっぱり二人ふたりはライバル同どう士しなのかな。

「一いちノの瀬せ、推すい理り対たい決けつをしよう」

　犬いぬ神がみくんが再ふたたび人ひとさし指ゆびをビシリと差さしてきた。

「おれと一いちノの瀬せ、どちらが学がく園えん一いちの名めい探たん偵ていなのかを、はっきりさせようじゃないか」

　すでに勝かったような笑え顔がおだ。

　よほど自じ分ぶんの推すい理り力りょくに自じ信しんがあるのだろう。

「明日あしたの放ほう課か後ご、視し聴ちょう覚かく室しつで待まっているぞ。鬼おに塚づか夢ゆめ子こも一いっ緒しょに来こい。カバンを持もってな」

　前まえ髪がみをバサリとなびかせながら去さっていった。

　私わたしまで呼よばれてしまった。

　なんだろうアイツは。

　突とつ然ぜん現あらわれて、えらそうに推すい理りをひけらかして、

　勾まが玉たま見みせて「推すい理り対たい決けつをしよう」だなんて。

　アイツおかしいよ絶ぜっ対たい。

　関かかわらない方ほうがいいよ。

　推すい理り対たい決けつなんて、当とう然ぜん行いかないよね、一いちノの瀬せくん。

「負まけるわけにはいかない……！」

　うわあ、こぶしを固かためてる。

　全ぜん身しんから、闘とう志しの炎ほのおがメラメラ燃もえ上あがっているように見みえる。

　むっちゃくちゃやる気きだ。

　どうしようかなコレ。

　私わたしも行いかないとダメかなコレ。
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「──よく逃にげずに来きたな、一いちノの瀬せ。ついでに鬼おに塚づか夢ゆめ子こ！」

　翌よく日じつの放ほう課か後ご、一いちノの瀬せくんと一いっ緒しょに視し聴ちょう覚かく室しつに行いくと、すでに犬いぬ神がみくんが待まっていた。

　ものすごく気きのりしなかったけど、一いちノの瀬せくんが行いくなら私わたしも参さん加かするしかあるまい。

「どうやって推すい理り対たい決けつをするんだ？」

　と一いちノの瀬せくんがたずねると、犬いぬ神がみくんは「まあそうあわてるな」と笑わらいながら白しろい箱はこを出だしてきた。

「おい、鬼おに塚づか夢ゆめ子こ。カバン持もってきただろうな」

「持もってきたけど」

「この箱はこの中なかに、なんでもいいから私し物ぶつを入いれろ」

「は？　なんで？」

「推すい理り対たい決けつ第だい一ラウンドは、箱はこの中なか身みはなんでしょうねゲームだ」

　お楽たのしみ会かいか。

　推すい理り対たい決けつって、こんなバラエティー番ばん組ぐみみたいな感かんじでやるの？

「おまえが持もっている物ものを、なんでもいいから箱はこに入いれろ。その中なか身みを推すい理りする。正せい解かいした方ほうの勝かちだ」

　われわれが後うしろをむいている間あいだに入いれたまえ、と二人ふたりは私わたしに背せをむけた。

　えー、マジか。

　ほんとにやるのか、こんなこどもっぽいことを。

　でも、一いちノの瀬せくんもやる気きマンマンだしな。

　仕し方かたがないので、私わたしは自じ分ぶんのカバンの中なかをあさった。

　とにかく、なにかを箱はこに入いれればいいのね。

　なにを入いれようかな。

　あ、これがいいかな。

「入いれましたよぉー」

　二人ふたりはふり返かえり、腕うでを組くんで箱はこをにらみながら「うーん」と推すい理りを開かい始しした。

「──生せい徒と手て帳ちょうだな。鬼おに塚づか夢ゆめ子この人ひととなりから考かんがえると、地じ味みで目め立だたなくて一いっ般ぱん的てきで平へい均きん的てきで、オーソドックスで可かもなく不ふ可かもなく、毒どくにも薬くすりにもならない物ものを選えらぶにちがいない。だから、きっと生せい徒と手て帳ちょうだ」

　犬いぬ神がみくんが、自じ信しんたっぷりに言いった。

　なんかスゲー腹はら立たつんですけど。

「ぼくは、鬼おに塚づかさんの好すきな少しょう女じょマンガだと思おもう」

　うわあ、一いちノの瀬せくんてば、私わたしの好すきな物ものを覚おぼえててくれたんだ！

　うれしい！

　だけど残ざん念ねんながら、二人ふたりとも不ふ正せい解かいです。

「正せい解かいは、鉄てつゲタ（＊）でした！」

「なんでそんな物ものがカバンに入はいっているんだ！」

　犬いぬ神がみくんがどなった。

「少しょう女じょマンガのヒロインめざしてダイエットしようと思おもって、登とう下げ校こう時じに鉄てつゲタをはいてるの。だからどちらかと言いえば、一いちノの瀬せくんの推すい理りが近ちかかったよね！」

「全ぜん然ぜん近ちかくないだろ！　むしろそれ、少しょう年ねんマンガの主しゅ人じん公こうが修しゅ行ぎょうする時ときにはくやつじゃねえか！」

　犬いぬ神がみくんがギャンギャンわめきちらす。

　推すい理りが外はずれたからって、八やつ当あたりはやめてほしいよね。

「続つづいて第だい二問もんいきまーす」

　次つぎはなにを入いれようかな。

　再ふたたびカバンの中なかを探さがす。

　あ、これにしよう。

「入いれましたよぉー」

　二人ふたりはふり返かえり、腕うでを組くんで箱はこをにらみながら「うーん」と推すい理りを開かい始しした。

「さっきの発はつ言げんにヒントがあるはず、ダイエットサプリ的てきなやつだ絶ぜっ対たい！」

　犬いぬ神がみくんが、ややキレ気ぎ味みに言いった。

「いや、ダイエットとは全まったく関かん係けいのない物ものだと思おもう。鬼おに塚づかさんのスマホじゃないかな」

　残ざん念ねんながら、今こん回かいも二人ふたりとも不ふ正せい解かいです。

「正せい解かいは、メリケンサック（＊）でした」

「なんでそんな物ものを持もっているんだおまえは！」
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　犬いぬ神がみくんがまたどなり声ごえを上あげた。

「私わたしのじゃないよ。今朝けさ駅えき前まえでカツアゲしてた不ふ良りょうから没ぼっ収しゅうしたの。ダイエットとは全ぜん然ぜん関かん係けいないから、一いちノの瀬せくんの答こたえの方ほうが近ちかかったね」

「だから全ぜん然ぜん近ちかくねえよ！」

　犬いぬ神がみくんが、じだんだをふんでいる。

　犬いぬ神がみくんて、怒おこりっぽいよね。

「続つづいて第だい三問もんいきまーす」
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　次つぎはなににしようか。

　カバンの中なかに入はいってる物ものと言いえば……、

　よし、これに決きめた。

「入いれましたよぉー」

　二人ふたりはふり返かえり、腕うでを組くんで箱はこをにらみながら「うーん」と推すい理りを開かい始しした。

「鉄てつゲタ、メリケンサックと来くれば、次つぎも絶ぜっ対たいそういう感かんじのやつに決きまってる！　鉄てつアレイだ！　絶ぜっ対たいだ！」

　犬いぬ神がみくんが、目めを血ちばしらせながら言いった。

「いや鬼おに塚づかさんはこう見みえて女おんなの子こらしいんだ。化け粧しょうポーチのような物ものだと思おもう」

　一いちノの瀬せくんに女おんなの子こらしいって言いわれちゃった！

　でも残ざん念ねんながら、またもや二人ふたりとも不ふ正せい解かいです。

「正せい解かいは、小しょう学がく生せいのころから大だい事じにしているアサガオの種たねです！」

「早はやく植うえろ。なぜ持もちあるく」

　犬いぬ神がみくんが、「もういい」と言いって、私わたしから箱はこを取とりあげた。

　なによ、その態たい度どは。

　せっかく協きょう力りょくしてあげたのに。

「次つぎはもっとむずかしい問もん題だいにするぞ！」

　犬いぬ神がみくんが、紙かみ袋ぶくろの中なかからなにかを取とりだした。

「ここに、今いまちまたで大だい人にん気きのキャラクター・ニラミーちゃんのぬいぐるみがある」

「うわなにそれ。初はじめて見みたキモチワルイ」

　ものすごく目めつきの悪わるい、ピンク色いろのうさぎのぬいぐるみを見みせてきた。

「なんだ鬼おに塚づか、おまえは女じょ子しのくせにニラミーちゃんを知しらないのか」

「知しらないよキモチワルイ。こっちむけないでキモチワルイ」

「鬼おに塚づか夢ゆめ子こ、このニラミーちゃんのぬいぐるみを、学がく園えん内ないのどこかにかくしてこい」

「私わたしが？」

「そのためにおまえを呼よんだんだよ。ニラミーちゃんのかくし場ば所しょを、早はやく推すい理りした方ほうの勝かちだ」

　さあ行いってこい、とニラミーちゃんのぬいぐるみをおしつけられた。

「いや、でも……」

「どうした鬼おに塚づか夢ゆめ子こ。なぜ出しゅっ発ぱつしないんだ」

「あの、私わたしだと、色いろ々いろまずいんじゃないかと……」

　私わたしがうろうろ動うごき回まわると、少しょう年ねんマンガ効こう果かが発はつ動どうするに決きまっている。

　そうなると推すい理り対たい決けつどころじゃない、色いろ々いろとめんどうなことになってしまう。

「ははあ、なるほど、わかったぞ」

　犬いぬ神がみくんが、鬼おにの首くび取とったみたいな顔かおをした。

「おれの推すい理りが正ただしければ、鬼おに塚づか夢ゆめ子こがなかなか出しゅっ発ぱつしないのは、不ふ正せいを働はたらこうとたくらんでいるからだな！」

「は？　不ふ正せい？」

「一いちノの瀬せに、こっそりかくし場ば所しょを伝つたえようとしているだろう！」

「はああああ!?」

　失しつ礼れいね！

　不ふ正せいなんかするわけないじゃん！

　そんなことしなくたって、一いちノの瀬せくんの推すい理り力りょくはすごいんだから！

「鬼おに塚づかさんは不ふ正せいをするような人ひとじゃないよ」

　一いちノの瀬せくんが、犬いぬ神がみくんの前まえに立たちはだかった。

　ああなんだかかっこいいよ一いちノの瀬せくん！

「ぼくの推すい理りが正ただしければ、鬼おに塚づかさんが出しゅっ発ぱつしないのは──」

　そうそう、一いちノの瀬せくんならわかるはずよ！

「──鬼おに塚づかさんが出しゅっ発ぱつしないのは、そう見みえるだけで、本ほん当とうは鬼おに塚づかさんはもうここにはいないんだ」

「どういう意い味みだ」

「鬼おに塚づかさんはとっくに出しゅっ発ぱつしてるんだ。ぼくたちが見みているのは、鬼おに塚づかさんの残ざん像ぞう（＊）なんだよ」
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「ごめん一いちノの瀬せくん、私わたしそこまで速はやく動うごけないよ」

「残ざん像ぞうがしゃべってるぞ一いちノの瀬せ」

　私わたしが動うごくと余よ計けいな少しょう年ねんマンガ効こう果かが起おきてしまうことを犬いぬ神がみくんに説せつ明めいしようとしたら、

　ガシャリ、という金きん属ぞく音おんがした。

　視し線せんを下さげてみると、ニラミーちゃんの胸むなもと部ぶ分ぶんから、銀ぎん色いろの手て錠じょうが飛とびでている。

　その手て錠じょうが、私わたしの両りょう手て首くびを拘こう束そくした。

「わはははははは！　引ひっかかったな鬼おに塚づか夢ゆめ子こ！」

　犬いぬ神がみくんが突とつ然ぜん、悪あくの組そ織しきみたいな笑わらい声ごえを上あげた。

「真しんの目もく的てきは、おまえを人ひと質じちにすることだ！　その手て錠じょうは、暗あん号ごうを解かい読どくしないと外はずせない仕し組くみになっている！」

「なんですって!?」

「さあ一いちノの瀬せ！　鬼おに塚づか夢ゆめ子こを助たすけたければ暗あん号ごうを解といてみせろ！　あの手て錠じょうは本ほん物ものだ、ちょっとやそっとじゃ絶ぜっ対たいに壊こわれない素そ材ざいで……」




　ぶちんっ！




「あ、ごめんなさい」

　ちょっと引ひっぱったら、手て錠じょうがちぎれて、ニラミーちゃんごとバラバラになってしまった。

「あの、ごめんなさい。私わたし、こんなつもりじゃ」

「……計けい画かくは失しっ敗ぱいだ」

　犬いぬ神がみくんがヒザからくずれ落おちた。

　ああ私わたしのバカ！

　大人おとなしく人ひと質じちになっていれば、私わたしを助たすけるためにがんばる一いちノの瀬せくんが見みられたのに！

　一いちノの瀬せくんはがんばるどころか、床ゆかによつんばいでうなだれる犬いぬ神がみくんと、手て錠じょうを破は壊かいした私わたしを、無む言ごんでただ見みつめている。

　なんだ、この状じょう態たい。

　もう一いち度ど仕し切きりなおして私わたしを人ひと質じちにして下くださいと、お願ねがいしようとしたその時とき、

　──ドンッ！　という爆ばく発はつ音おんと共ともに、視し聴ちょう覚かく室しつのドアが粉こな々ごなにふき飛とんだ。

「な、なによこれ！　これも犬いぬ神がみくんの計けい画かくなの!?」

「い、いや、おれは知しらないぞ！」

　犬いぬ神がみくんはウソを言いっているようではなかった。

　アクション映えい画がのワンシーンのように、爆ばく破はされた出で入いり口ぐちを三人にんでぼう然ぜんと見みつめる。

　もうもうと粉ふん塵じんが立たちこめる、そのむこうに見みえたのは、

「……ロボット？」

　人ひとの形かたちをした、銀ぎん色いろのロボットだ。

　成せい人じん男だん性せいくらいの体たい格かくで、全ぜん身しんが銀ぎん色いろの金きん属ぞくロボットが、こちらをむいて立たっている。

　頭とう部ぶには髪かみもなく、ツルリとした坊ぼう主ず頭あたま。

　目めの部ぶ分ぶんは赤あかく光ひかり、なんだかアレににてる、そうだ宇う宙ちゅう人じんみたい。

『──やあ、こんにちは鬼おに塚づか夢ゆめ子こくん』

　突とつ然ぜん、ロボットから声こえが聞きこえた。




　男おとこの声こえだ。

　しかしロボットには口くちがないので、ロボットがしゃべっているというより、ただ音おん声せいが流ながれているという感かんじだ。

『どうしたんだね、鬼おに塚づか夢ゆめ子こくん。おどろいて声こえも出でないのかい？』

「だれ？　どうして私わたしの名な前まえを知しっているの？」

『私わたしはこのアンドロイドの生うみの親おや、正しょう体たい不ふ明めいのマッドサイエンティストだ』

「またおまえか！」

　まだ捕つかまってなかったのか正しょう体たい不ふ明めいのマッドサイエンティスト！

　ついに自じ分ぶんで正しょう体たい不ふ明めいって言いっちゃってるし！

　マッドサイエンティストとの因いん縁ねんについては、１巻かんをどうぞごらん下したさい！

『鬼おに塚づか夢ゆめ子こくん、きみには何なん度ども計けい画かくをぶち壊こわされたからね。今日きょうはそのお礼れいに、このアンドロイドを送おくりこんだんだよ』

　ロボットが、そろえた指ゆび先さきをまっすぐ私わたしにむけてきた。

「ふせるんだ鬼おに塚づかさん！」

　私わたしがふせたと同どう時じに、耳みみをつんざく衝しょう撃げき音おん。

　ロボットの指ゆび先さきから、何なん十発ぱつもの銃じゅう弾だんが発はっ射しゃされた。

　視し聴ちょう覚かく室しつの壁かべがボロボロになった。

「なんてヤツだ、指ゆび先さきが拳けん銃じゅうになってるぞ！」

　犬いぬ神がみくんが机つくえのかげから叫さけんだ。

　一いちノの瀬せくんも、机つくえの後うしろに身みをひそめている。

　思おもったよりも危き険けんなロボットだ。早はやくどうにかしないと。

「う、うわあああ！」

　気きづけばロボットが、犬いぬ神がみくんの首くびを右みぎ手てでつかんでいた。

　いつの間まに!?

　アイツ金きん属ぞくで重おもそうなのに、動うごきがめっちゃ速はやい！

「ぐえ、苦くるし……っ、助たすけてくれえええ！」

　ロボットはそのまま犬いぬ神がみくんの身体からだを持もち上あげた。

　どうしよう、大たい変へんだ。

　あんな風ふうに首くびをつかんで持もち上あげられたら、すごく苦くるしいんじゃないかな。

「おい鬼おに塚づか夢ゆめ子こ！　コイツはおまえを狙ねらってきたんだろうが！　早はやくなんとかしろ！」

「助たすけて下ください夢ゆめ子こさまとおっしゃい」

「なに言いってんだおまえ！」

「私わたしのことさんざんディスった罰ばつだよ」

「こんな時ときにふざけてる場ば合あいか！　このバカ！」

「あ、そういうこと言いうかな。もう助たすけてあげなーい」

「鬼おに塚づかさん、かわいそうだよ助たすけてあげなよ」

　一いちノの瀬せくんにそっと耳みみ打うちされた。

　はいはい、わかってますよ。

　ちょっとした冗じょう談だんですよ、ちゃんと助たすけますよ。

　私わたしは魔ま剣けんを抜ぬいた。

「えいっ！」

　ロボットの右みぎ肩かたに、思おもい切きり刀かたなをふり下おろしたが、

「……あれ？」

　ロボットは、びくともしない。

「えい！　やあ！　とう！」

　ボディの色いろんな部ぶ分ぶんへ、何なん度ども何なん度ども斬きりこんでみたが、ロボットの胴どう体たいにはかすり傷きずすらつかない。

『ムダだ。おまえにこのアンドロイドはたおせない』

　くつくつと笑わらう、マッドサイエンティストの声こえがひびいた。

『その魔ま剣けんのことは調しらべずみだ。あきらめるんだな、鬼おに塚づか夢ゆめ子こ』

　どうしよう、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまから授さずかった刀かたなが効きかないなんて。

　だらだらと冷ひや汗あせが流ながれてきた。

「なにやってんだ鬼おに塚づか夢ゆめ子こ！　さっさとおれを助たすけろおお！」

　犬いぬ神がみくんが苦くるしそうにもがいている。

　でも魔ま剣けんで斬きれないし！

　どうしたらいいの!?

「弱じゃく点てんをつけえ！」

　犬いぬ神がみくんが叫さけんだ。

「人ひとが作つくった物もので完かん璧ぺきな物ものなんてないんだ！　必かならずどこかに弱じゃく点てんはある！　ちょっとは考かんがえろバカ女おんな！」

「そ、そんなこと言いわれても！　私わたし考かんがえるのとか得とく意いじゃないし！」

「だったら目めを狙ねらえ！」

「目め!?」

「こういうのは急きゅう所しょは目めと決きまっている！　早はやくしろ！」

「わ、わかった！」

　ロボットの赤あかい目めの部ぶ分ぶんに、勢いきおいよく刀かたなを突つき刺さした。

　しかし、なんの反はん応のうもなかった。

「じゃあ胸むねだ！　心しん臓ぞうのあたりを突つき刺させ！」

　今こん度どは胸むねに突つき刺さした。

　やっぱり無む反はん応のうだ。

　しかも刺ささった刀かたなが抜ぬけなくなっちゃった。どうしよう。

　このロボット、無む敵てきなんじゃないの!?

「くっそおおお早はやくなんとかしろバカ女おんな！」

　ロボットはもがく犬いぬ神がみくんを右みぎ手てで持もち上あげたまま、左ひだり手てで自じ分ぶんの胸むねに刺ささった魔ま剣けんを抜ぬき、そのまま遠とおくへ放ほうり投なげた。

　そして今こん度どは、私わたしの首くびをつかんだ。

「うわ……っ！」

　私わたしと犬いぬ神がみくん、両りょう方ほうを高たかく持もち上あげた。すごい怪かい力りきだ。

「鬼おに塚づかさん！」

　ダメだ息いきができなくて意い識しきが遠とおのく。

　ロボットの指ゆびが、メキメキと音おとを立たてて私わたしの首くびをしめ上あげる。

　一いちノの瀬せくんの私わたしを呼よぶ声こえが聞きこえた気きがするが、それも徐じょ々じょに聞きこえなくなっていく。

　もう声こえも出だせない。




　かすむ視し界かいの中なかで、一いちノの瀬せくんが床ゆかに這はいつくばって、必ひっ死しでなにかを書かいている姿すがたが見みえた。

　その胸むなもとでは、勾まが玉たまが紫むらさき色いろの光ひかりを強つよく放はなっている──。




「──ぶはあッ！」

　突とつ然ぜんのしりもちで意い識しきがもどった。

　ロボットの手てから解かい放ほうされた私わたしと犬いぬ神がみくんは、ゲホゲホとむせながら息いきを整ととのえた。

「鬼おに塚づかさん、大だい丈じょう夫ぶ!?」

「う、うん……」

　一いちノの瀬せくんが背せ中なかをさすってくれた。

　見み上あげると、ロボットは両りょう腕うでを広ひろげたままで硬こう直ちょくしている。

「このロボット……どうして突とつ然ぜん止とまったの？」

「犬いぬ神がみくんの言いう通とおり、弱じゃく点てんをついたんだよ」

　一いちノの瀬せくんの指ゆびさす先さきを見みると、私わたしの魔ま剣けんが、ロボットの右みぎ足あしに突つき刺ささっていた。
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　厳げん密みつに言いうと、右みぎ足あしの、小こ指ゆびにだ。

　あれは、一いちノの瀬せくんが刺さしたの？

『……な、なぜだっ、なぜ弱じゃく点てんが右みぎ足あしの小こ指ゆびだと見みぬいたのだっ!?』

　ノイズ混まじりのマッドサイエンティストの声こえが聞きこえた。

『予よ算さんが足たりなくて、右みぎ足あしの小こ指ゆびだけダンボール製せいになってしまったのが敗はい因いんか……ッ。くそ！　覚おぼえていろよ一いちノの瀬せ尊たける！』

　ロボットはガシャリとその場ばにたおれて、動うごかなくなった。

　こうなってしまえば、ただのガラクタだ。

　すぐそばの床ゆかには、一いちノの瀬せくんが書かいたのであろう、数すう式しきみたいなものが大たい量りょうに書かきなぐってあった。

「一いちノの瀬せくんすごいね、よく弱じゃく点てんを見みぬいたね」

「うん、ロボットのボディ部ぶ分ぶんの金きん属ぞくから、おおよその体たい重じゅうを予よ想そうしたんだけど、左さ右ゆうの足あし音おとにわずかなズレが生しょうじていたから、どこかに不ふ自し然ぜんな軽けい量りょう部ぶ分ぶんがあるはずだと考かんがえて、その場ば所しょを探さがすために身しん長ちょうと体たい重じゅうをかけ合あわせて胴どう体たいの回かい転てん運うん動どうを直ちょく接せつ駆く動どうするモーター速そく度どと重じゅう心しんの速そく度どを足あし先さきの接せっ地ち状じょう態たいとは逆ぎゃくに稼か働どうする運うん動どうエネルギーと位い置ちエネルギーを整せい理りして」

「あ、もういいです」

　むずかしい話はなしはよくわからないけど、一いちノの瀬せくんの推すい理りのおかげで命いのちびろいした。

　学がく園えん一いちの名めい探たん偵ていは、やっぱり一いちノの瀬せくんだね！

「──今こん回かいは負まけを認みとめてやるよ。でも次つぎこそはおまえに勝かってみせる」

　仏ぶっ頂ちょう面づらの犬いぬ神がみくんが吐はきすてるように言いい、そのまま出で入いり口ぐちへと歩あるきだした。

「ありがとう、犬いぬ神がみくん」

　一いちノの瀬せくんが、犬いぬ神がみくんの背せ中なかにむかってお礼れいを言いった。

「人ひとが作つくった物もので完かん璧ぺきな物ものなんてない、あの犬いぬ神がみくんの言こと葉ばがヒントになったんだよ。おかげで弱じゃく点てんを見みぬくことができた。ありがとう」

　犬いぬ神がみくんはなにも答こたえず、長ながい前まえ髪がみをバサリとかき上あげて、視し聴ちょう覚かく室しつを出でていった。










「──今日きょうの推すい理り対たい決けつは、よくわかんない感かんじになっちゃったね」

　夕ゆうぐれの街まちなみを歩あるきながら私わたしが言いうと、一いちノの瀬せくんは「そんなことないよ」と言いった。

「ぼくにとっては、とても意い味みのある対たい決けつだったよ」

「そう？」

「うん、これまでもたくさんの謎なぞを解といてきたけど、今日きょうは初はじめてだ」

「なにが初はじめてだったの？」

「だれかを助たすけたいと思おもって、推すい理りしたのは」

　一いちノの瀬せくんが、ゆっくりと空そらを見み上あげた。

　メガネレンズに、オレンジ色いろの雲くもが映うつっている。

　なんだかちょっぴりうれしそう。

　こんな顔かお、初はじめて見みた。

「一いちノの瀬せくん、なんか晴はれ晴ばれとした顔かおしてるね」

「見み落おとしていたなにかが、わかったような気きがするんだ」

「そうなの？」

「うん。ずっと探さがしていたパズルの、最さい後ごの１ピースが見みつかったみたいな感かんじだ」

　一いちノの瀬せくんが、うれしそうに笑わらった。

　なにを見みつけたのかは知しらないけれど、

　一いちノの瀬せくんがうれしそうだから、私わたしもうれしい。

　もしかしたらだけど、

　一いちノの瀬せくんと、犬いぬ神がみくんて、なかよくなれるんじゃないかなあ？

　推すい理り好ずきという、共きょう通つう点てんもあることだし。

　うん、そうだ。

　きっと、いいともだちになれるにちがいない！
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「──上うわぐつがないぞ！」

　翌よく朝あさ、学がく園えんへ行いくと、昇しょう降こう口ぐちでみんなが大おおさわぎしていた。

「私わたしの上うわぐつもないわ！」

「昨日きのうまではあったのに！」

「なくなったのは中ちゅう等とう部ぶだけか？」

「いや、高こう等とう部ぶもだ！」

　どうやら、生せい徒と全ぜん員いんの上うわぐつが、突とつ然ぜんなくなったらしい。

　私わたしの下げ駄た箱ばこも開あけてみたら、みんなと同おなじように空からっぽだった。

「いやあね。一いっ体たいだれのしわざかしら？」

　パリの有ゆう名めいデザイナーに作つくらせたオーダーメイドの上うわぐつなのに……、とカレンが迷めい惑わくそうにつぶやいた。

　私わたしの上うわぐつは、商しょう店てん街がいの半はん額がくセールで買かったやつだけど。

　いや値ね段だんなんか関かん係けいない。

　人ひとの物ものを盗ぬすむなんて、ゆるせない。

　犯はん人にんをとっつかまえて、こらしめてやらなくちゃ！

「──どうやらぼくの出で番ばんのようだね」

　後うしろをふり返かえると、一いちノの瀬せくんが立たっていた。

「おはよう、一いちノの瀬せくん！　犯はん人にんを推すい理りしてくれるの!?」

「中ちゅう等とう部ぶ、高こう等とう部ぶあわせて生せい徒と全ぜん員いんの上うわぐつを盗ぬすむとは、なんと大だい胆たんな犯はん行こう……。動どう機きも気きになるな。推すい理りしがいのある事じ件けんだよ」

　一いちノの瀬せくんが、ニヤリと不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた。

　一いちノの瀬せくんの華か麗れいな名めい推すい理りが、また見みられるんだわ！

「あいにくだったな、一いちノの瀬せ！」

　ん？　どっかで聞きいた声こえだな。

　声こえの方ほうを見みると、犬いぬ神がみくんが満まん面めんの笑えみで仁に王おう立だちしていた。

「さっき、推すい理りマンガの神かみ事じ務む局きょくへ問とい合あわせをしたんだ。今こん回かいの事じ件けん解かい決けつに関かんするヒントは、合ごう計けいで十五個こ、ちりばめてあるらしい！」

　推すい理りマンガの神かみ様さまの事じ務む局きょく!?

　そんなのあるんだ!?

　問とい合あわせって、どうやるの!?

「これがどういうことか、わかるか一いちノの瀬せ。十五個このヒント全すべてをおれが回かい収しゅうすれば、おまえが謎なぞを解ときあかすのは限かぎりなく不ふ可か能のうになる。学がく園えん一いちの名めい探たん偵ていは、今日きょうからこのおれだ！」

　ワハハハハ！　と悪あくの組そ織しきみたいな笑わらい声ごえを上あげて、犬いぬ神がみくんは走はしりだした。

「十五個このヒントか……これは負まけられないぞ！」

　一いちノの瀬せくんも、後あとを追おいかけていった。

「……なんなの、あの二人ふたり。推すい理りマンガ同どう好こう会かいとか、そんな感かんじ？」

　カレンが、あきれたように言いった。

　うーん。

　もっと、ちゃんとなかよしになれると思おもったんだけどな。

　でも、同どう好こう会かい仲なか間まに見みえているのなら、これはこれで、アリかな？

「なにをやっているんだ、鬼おに塚づか夢ゆめ子こ！」

　犬いぬ神がみくんが、廊ろう下かのむこうでどなっている。

「おまえも早はやく来こい！　犯はん人にんは学がく園えん内ないにいる可か能のう性せいが高たかいんだ！　万まんが一いち、犯はん人にんが反はん撃げきしてきた場ば合あい、用よう心じん棒ぼうが必ひつ要ようだろうが！」

　それだけ言いって、走はしっていった。

　ええー、なにそれ。

　私わたしって、用よう心じん棒ぼうなの？

　そんなの、なんかイヤだ。

「鬼おに塚づかさんもおいでよ。一いっ緒しょに謎なぞを解とこうよ」

　一いちノの瀬せくんが笑え顔がおで言いった。

　そして、再ふたたび走はしりだした。

　まいったなあ。

　あんな笑え顔がおを見みせられちゃあ、しょうがない。

　私わたしは小ちいさく笑わらってから、二人ふたりの後あとを追おいかけた。































　──おまえはあぶなっかしくて放ほうっておけないんだよ。

　──おれのそばで笑わらってりゃいいんだ。

　──どんな場ば所しょでもおまえの声こえだけは聞きこえるから。

「ぎゃあああああ私わたしもこんなの言いわれたい！」

　思おもわず部へ屋やの中なかを、のたうち回まわってしまった。

　よく晴はれた休きゅう日じつの昼ひる下さがり。

　自じ分ぶんの部へ屋やで、今いま一いち番ばんハマっている少しょう女じょマンガの最さい新しん刊かんを読よんでいるところなのだが、

「やっぱりいいよね、少しょう女じょマンガは……」

　うっとりため息いきが止とまらない。

　胸むねキュンなセリフやシチュエーション満まん載さいの少しょう女じょマンガは、やっぱり最さい高こうだ。

　好すきな男おとこの子こと結むすばれるまでの、ハラハラドキドキ展てん開かいがたまらない！

　私わたしもこんなステキな恋こいがしたいと願ねがって、

　時とき愛め喜き神じん社じゃに通かよいつめたというのに、

「……どうしてこうなったんだろう」

　部へ屋やのすみに置おいてある、魔ま剣けんをうらめしくにらむ。

　私わたしはあんなモンほしくなかった。

　バトル満まん載さいの日ひ々びなんて、送おくりたくなかった。

　いかんいかん、今いまは少しょう女じょマンガの世せ界かいにどっぷり浸ひたっているのだ。

　少しょう年ねんマンガのことは忘わすれよう。

　再ふたたびコミックを開ひらくと、そこにある１コマに目めがとまった。

　ヒロインが、手て紙がみに想おもいをしたためる場ば面めんだ。

「──そうか。ラブレターなら気き持もちも伝つたえやすいかも」

　手て編あみのマフラーや手て作づくりのお弁べん当とうでは、うまく気き持もちを伝つたえられなかったけれど。

　手て紙がみなら気き持もちをストレートに表ひょう現げんできるよね。

　一いちノの瀬せくんへの想おもいを、便びんせんにつづる。

　それも、なかなか、いいかも知しれない。

「……ためしにちょっと書かいてみようかな」

　読よみかけの少しょう女じょマンガには、しおり代がわりに魔ま剣けんをはさんでおき、

　早さっ速そく、ラブレター作さく成せいに取とりかかった。

　ようし、少しょう女じょマンガみたいな胸むねキュン告こく白はく、するぞぉー！
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　──翌よく日じつの放ほう課か後ご、昇しょう降こう口ぐちへ一人ひとりでやってきた。

　手てにはもちろん、昨日きのう書かいたラブレター。
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　ムダを一いっ切さい省はぶいた、シンプルな文ぶん章しょう。

　だからこそ気き持もちがストレートに伝つたわるだろう。

「ええと、一いちノの瀬せくんの下げ駄た箱ばこは……」

　開あけようとして、ふと手てを止とめた。

　一いちノの瀬せくんがこれを見みつけた時とき、クラスメイトがすぐそばにいて、からかわれたりしないだろうか。

　やっぱり、直ちょく接せつ彼かれに手て渡わたした方ほうがいいのかな。

　ラブレターをにぎりしめたまま、その場ばを右う往おう左さ往おうしながら悩なやんでみる。

「──ぼくの下げ駄た箱ばこの前まえで、なにをしているのかな」

　はっ、と顔かおを上あげると、一人ひとりの男だん子し生せい徒とが立たっていた。

　この人ひとはよく知しっている。

　話はなしたことは一いち度どもないけれど、

　うちの学がく園えんで、彼かれを知しらない人ひとはいない。

　──高こう等とう部ぶ三年ねん生せいの、南み空そらヒカル。

　イケメンで背せも高たかく、成せい績せき優ゆう秀しゅうでスポーツ万ばん能のう。

　おまけに人ひと当あたりもよくて、教きょう師しからも生せい徒とからも好すかれている。

　まるで王おう子じさまのようだと、学がく園えん内ないの女じょ子したちから絶ぜつ大だいな人にん気きなのだ。

　その南み空そらセンパイが、なぜこんなところに？

　南み空そらセンパイは私わたしが持もっているラブレターを見みて、白しろい歯はをきらりと光ひからせてほほえんだ。

「きみ、名な前まえは？」

「鬼おに塚づか夢ゆめ子こですけど……」

「夢ゆめ子こちゃんか。腰こしの日に本ほん刀とうがかっこいいね」

「はあ」
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「ラブレターか。古こ風ふうでいいよね。ぼくを想おもって書かいてくれてありがとう」

「え、いや、あの」

「後あとでじっくり読よませてもらうよ」

「これはちがうんです」

「はずかしがらなくていいんだよ子こ猫ねこちゃん」

「センパイはもう少すこしはずかしがった方ほうがいいですよ」

　子こ猫ねこちゃんとか、現げん実じつで言いう人ひといるのか。

　この人ひとすごく人にん気きあるけど、なんかちょっと変かわってるのかな。

　あまり関かかわらない方ほうがよさそうだと思おもい、「失しつ礼れいします」と頭あたまを下さげて立たち去さろうとしたら、

「ちょっとちょっと、せっかくのチャンスを逃のがしたらダメだよ夢ゆめ子こちゃん。ぼくは人にん気き者ものだから、こうして二人ふたりきりで話はなす機き会かいなんてめったにないんだよ？」

「そういうの自じ分ぶんで言いいますか」

「さあ、勇ゆう気きを出だしてぼくにラブレターを渡わたしたまえ」

「だからちがうんですってば！」

　ラブレターの宛あて名なの部ぶ分ぶんをセンパイに見みせた。

　そこには当とう然ぜん、「一いちノの瀬せ尊たけるくんへ」と書かいてある。

「一いちノの瀬せ……？」

　南み空そらセンパイが宛あて名なを見みて、眉まゆをひそめた。

「ぼくへのラブレターじゃないの？」

「はい」

「本ほん当とうに？」

「はい」

「でもきみは、ぼくのことが好すきなんだよね？」

「いえ、好すきじゃないです」

「大だい丈じょう夫ぶ。ここにはぼくときみしかいないから、本ほん当とうの気き持もちを言いっていいんだよ」

「ずっと本ほん当とうの気き持もちを言いってますが」

「え、なになに？　ぼくのことが好すきだって？」

「言いってません」

「口くちには出だせないけど、ぼくが好すきなんでしょ？」

「好すきじゃないです」

「ほんとに？」

「はい」

「本ほん気きで言いってるの？」

「はい」

「マジか……」

　センパイが、よろよろと後あとずさって「信しんじられない……」とつぶやいた。

「ぼくを好すきじゃない女じょ子しが、いるのか……」

　そりゃいるだろう。

　さっきからなにを言いってるんだこの人ひとは。

　放ほう心しん状じょう態たいの南み空そらセンパイに「じゃあさようなら」とアイサツして昇しょう降こう口ぐちを出でた。

　歩あるいていると校こう門もんのところに、学がく生せい服ふくの大おお柄がらな不ふ良りょう少しょう年ねんが立たっているのが見みえた。

　それも、遠とお目めにハッキリわかるほど戦せん闘とう態たい勢せいの仁に王おう立だちだ。

「やっと見みつけたぜ鬼おに塚づか夢ゆめ子こ。今いますぐおれとタイマン張はれ」

　不ふ良りょうは私わたしをにらみながら、指ゆびをバキバキ鳴ならした。

　タイマンってなんだろう。

　とにかく今日きょうもまた、少しょう年ねんマンガしないといけないらしい。

　あーあ。

　しぶしぶケンカの相あい手てをしようとしたら、

「──女おんなの子こに暴ぼう力りょくはよくないなァ」

　いつの間まにやってきたのか、南み空そらセンパイが不ふ良りょうの腕うでをねじり上あげた。

「だれだテメエ！　はなしやがれこのやろう！」

　不ふ良りょうが腕うでをふりはらい、なぐりかかろうとしたが、南み空そらセンパイの右みぎストレートをまともに食くらって、ふっ飛とばされた。

「ちくしょう、覚おぼえてろよ！」

　古ふるめかしい捨すてゼリフを吐はきながら、不ふ良りょうは逃にげていった。

「ケガはないかい？　夢ゆめ子こちゃん」

　南み空そらセンパイが、白しろい歯はを光ひからせてほほえんだ。

「センパイ、ケンカ強つよいんですね」

「まあね。中ちゅう学がくのころは盗ぬすんだバイクで走はしりだしてたからね」

「それは犯はん罪ざいですよセンパイ」

「あれおかしいな。女じょ子しってこういう、昔むかしはワルかった系けいイケメンが好すきなんじゃないの？」

「バイク盗ぬすむような人ひとはキライです」

「いやバイク盗ぬすんだのは冗じょう談だんだよ。比ひ喩ゆ表ひょう現げんみたいなものだ。そんなことより──」

　センパイはセキばらいをしてから姿し勢せいを正ただし、ふわりと髪かみをかき上あげた。

「──ぼくのこと、好すきになっちゃった？」

「いえ、別べつに」

　助たすけてくれてありがとうございました、とお礼れいを言いって帰かえろうとしたら、センパイがまた追おいかけてきた。

「いやいやいやいや。夢ゆめ子こちゃん絶ぜっ対たいおかしいよ」

「なにがですか」

「顔かおも頭あたまもよくてその上うえケンカも強つよいなんて南み空そらセンパイ最さい高こう！　って思おもってるんだよね？」

「すみませんもう帰かえっていいですか？」

　見みたいテレビがあるので、と言いうと、センパイがほうけた顔かおでフリーズしたので、そのまま放ほう置ちして帰かえることにした。

　あーあ、変へんなジャマが入はいったせいで、下げ駄た箱ばこにラブレター入いれられなかったなあ。

　また明日あした、チャレンジしてみよう。
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「夢ゆめ子こ、廊ろう下かで呼よんでるよ」

「え？　私わたし？」

　翌よく日じつの昼ひる休やすみ。

　カレンと一いっ緒しょに食しょく堂どうへ行いこうとしたら、クラスメイトに呼よばれた。

「やあ、夢ゆめ子こちゃん」

　廊ろう下かに出でると、南み空そらセンパイがさわやかな笑え顔がおで立たっていた。

「どうしたんですかセンパイ」

「よかったら、ぼくと一いっ緒しょにお昼ひる食たべない？」

「は？」

　なにを言いってるんだこの人ひとは。

　なんで私わたしが、南み空そらセンパイとお昼ひるごはんを食たべなきゃいけないの？

「──ねえねえ、あれって南み空そらセンパイじゃない？」

　なんだか周しゅう囲いがさわがしくなってきた。

　あたりを見み回まわすと、廊ろう下かや階かい段だん、教きょう室しつの中なかから生せい徒とたちがこちらをうかがっている。

　当とう然ぜんの反はん応のうだ。

　南み空そらセンパイは、学がく園えん一いちの人にん気き者ものなのだから。

「なんで南み空そらセンパイが中ちゅう等とう部ぶにいるの？」

「あの人にん気き者ものの南み空そらセンパイが」

「リアル王おう子じさまな南み空そらセンパイが」

「なんで鬼おに塚づかさんなんかとしゃべってるの？」

　あ、これやばい。

　私わたしにむけられた視し線せんが、徐じょ々じょに嫉しっ妬と色いろに変かわっていくのを肌はだで感かんじる。

　これ絶ぜっ対たいやばい。

「……わ、私わたしちょっと用ようがありますのでっ！」

　いたたまれなくなって、その場ばをダッシュで逃にげた。

　走はしりさる直ちょく前ぜん、教きょう室しつの中なかの一いちノの瀬せくんと目めが合あったような気きがする。

　どうしよう。

　一いちノの瀬せくんに、変へんな誤ご解かいをされていたらイヤだなあ。

　これからはもう絶ぜっ対たいに南み空そらセンパイと話はなさないようにしよう、と心こころに決きめた。




　──だけど、南み空そらセンパイの奇き行こうはこれで終おわらなかった。




「夢ゆめ子こちゃんカラオケ行いこうよ」

「夢ゆめ子こちゃんボウリング行いこうよ」

「夢ゆめ子こちゃん水すい族ぞく館かん行いこうよ」

「ぼくクッキー焼やいたんだけど夢ゆめ子こちゃん食たべてみて」

「夢ゆめ子こちゃーん。映えい画がのチケットが二枚まいあるんだけどさあ」

　翌よく日じつから、南み空そらセンパイはことあるごとに私わたしにまとわりついてきた。

　一いっ体たいなんだこれは新あら手てのイヤガラセか。

「──夢ゆめ子こちゃん見みつけた！　一いっ緒しょに帰かえろうよ！」

　今日きょうもやはり来きたか。

　授じゅ業ぎょう終しゅう了りょう後ごに昇しょう降こう口ぐちに行いくと、案あんの定じょう、南み空そらセンパイが私わたしの下げ駄た箱ばこの前まえで待まちぶせしていた。

「いいかげんにして下くださいセンパイ」

　今日きょうこそははっきり言いうぞ。

　いや最さい初しょからはっきり言いってるんだけども。

「一いっ体たいどういうつもりですかセンパイ。毎まい日にち毎まい日にち、なんのイヤガラセなんですか」

「イヤガラセじゃないよ。夢ゆめ子こちゃんとなかよくなりたいと思おもってさ」

「私わたしとなかよくならなくても、南み空そらセンパイにはおともだちいっぱいいるでしょうが」

「だって夢ゆめ子こちゃん、ぼくのこと好すきじゃないんでしょ」

「はあ。それがなにか？」

「なかよくなったら、絶ぜっ対たいにぼくのこと好すきになるはずだから」

「なに言いってんですか」

「ほらほら、今いますぐ告こく白はくしていいんだよ」

「しませんよ」

「えー!?　なんで!?　なんでぼくのこと好すきにならないの!?」

　そうか。やっとわかった。

　センパイは、女じょ子しはみんな自じ分ぶんのファンだと思おもいこんでいるのだ。

　そうじゃないと気きがすまないのだ。

　だから自じ分ぶんを好すきじゃない女じょ子しを見みつけたら、狩かりの本ほん能のうをフル稼か働どうさせて、なんとしてでも自じ分ぶんにほれさせる。

　これは、やっかいなタイプだ。

　突つきはなせば突つきはなすほど、パワーアップしてくるタイプだ。

　どうしようかな困こまったな。

　このままだと、ファンの女じょ子したちにリンチされてしまう。

　私わたしの上うわぐつにガビョウとか入いれられてしまう。そんなの絶ぜっ対たいにイヤだ。

「……南み空そらセンパイ」

「なんだい、夢ゆめ子こちゃん」

「私わたし、南み空そらセンパイのこと（それなりに結けっ構こう）好すきですよ（アホっぽいところが憎にくめなくて）」

　これでどうだ。

　センパイは「マジで？　やったあ！」とうれしそうにガッツポーズした。

　よかった。センパイは満まん足ぞくしてくれたみたいだ。

　これでもう私わたしにつきまとうのをやめてくれるはず。

　明日あしたからは平へい穏おんな日ひ々びにもどれるぞ。

　と、思おもったけれど、

「……い、一いちノの瀬せくん……」

　センパイの、すぐ後うしろに、

　──一いちノの瀬せくんが立たっていた。

　一いちノの瀬せくんは無む言ごんで私わたしの横よこを通とおりすぎて、

　静しずかにくつをはき替かえて、

　そのまま帰かえっていった。

　……き、聞きかれた？

　聞きかれたよね。

　今いまの、絶ぜっ対たいに聞きかれたよね。

　あの距きょ離りで、聞きこえないはずないよね。

　ああ、サイアクだ。







「──ぼくと放ほう課か後ごデートする女じょ子しはみんな、とびきり笑え顔がおになるはずなのに……」

　ぼくの目めの前まえでこんなに撃げき沈ちんする女じょ子しは初はじめてだよ、と南み空そらセンパイは、ペットボトルのミネラルウォーターを飲のみながら不ふ服ふくそうに言いった。

　私わたしは、思し考こう回かい路ろが完かん全ぜんに停てい止ししていた。

　どうして今いま、学がく園えん近ちかくの公こう園えんのベンチに、南み空そらセンパイと一いっ緒しょにすわってるのかわからない。

　ここまでどうやって歩あるいてきたのかも、おぼえてない。

　おぼえているのは、たった一つ。

　──さっき昇しょう降こう口ぐちで見みた、一いちノの瀬せくんの顔かお。

　あいかわらずのポーカーフェイスで、感かん情じょうは一いっ切さい読よみとれなかった。

　だけど確かく実じつに、私わたしが南み空そらセンパイに「好すきです」と言いうのを聞きいたはず。

　あれを聞きいて、一いちノの瀬せくんは、どう思おもったんだろう。

　一いちノの瀬せくんは、私わたしのことどう思おもってるんだろう。

「ちょっと夢ゆめ子こちゃーん。もっとうれしそうにしてよ、あこがれの南み空そらセンパイと公こう園えんデートしてるんだよ？」

「……ですよ」

「え？」

「ぜんぶセンパイのせいですよっ！」

　私わたしは勢いきおいよく立たち上あがった。

「センパイが毎まい日にち毎まい日にち私わたしにつきまとってくるから！　なんとかやめさせたくてあんな適てき当とうに口くち先さきだけで『好すきです』とか言いってしまって、まさかそれを一いちノの瀬せくんに聞きかれてしまうなんて……」

　ああちがう。

　これは完かん全ぜんな八やつ当あたりだ。

　ストーカーまがいな行こう為いをした南み空そらセンパイももちろん悪わるいけど。

　でも、一いち番ばん悪わるいのは、私わたし。

　好すきでもない人ひとに、「好すきです」なんて、軽かるはずみに言いってしまった私わたしが一いち番ばん悪わるい。

　無む責せき任にんな発はつ言げんをしてしまった。

　だからきっと、神かみ様さまが罰ばつを与あたえたんだ。

　ああもう、自じ分ぶんがイヤだ。

「まあまあ、落おちついてよ夢ゆめ子こちゃん。怒おこると美び肌はだによくないんだよ？」

　南み空そらセンパイが、笑え顔がおで私わたしの肩かたをぽんぽんとたたいた。

　あかんわやっぱコイツ腹はら立たつわー。

「責せき任にんを取とって、ぼくの彼かの女じょその20くらいにしてあげるから、キゲン直なおしてよ」

「マジでぶっ飛とばしますよセンパイ」

「あ、やっぱりその他た大おお勢ぜいあつかいじゃ、納なっ得とくいかないタイプ？　ぼくの一番ばんになりたいんでしょ！　ぼくを独どく占せんしたいんでしょわかるわかる！」

　なんかもう怒おこる気き力りょくも失うせた。

　好すき勝かっ手てにしゃべりまくるセンパイは無む視しして、カバンから例れいの手て紙がみを取とりだした。

〈ずっと前まえから好すきでした。

　私わたしとつき合あって下ください。〉

　このたった二行ぎょうが、どうして伝つたえられないのか。

　なんでこんなにうまくいかないんだ。

　ラブレター渡わたすだけじゃないか、かんたんじゃないか。

　情なさけなくて涙なみだが出でそうだ。

「駅えき前まえのハンバーガーショップで立たてこもりだってよ！」

「人ひと質じちはうちの生せい徒となんだろ、見みに行いこうぜ！」

　公こう園えん前まえの道どう路ろを、大おお勢ぜいの生せい徒とがバタバタと駆かけていく。

　立たてこもり？

　人ひと質じち？

「あ、ほんとだ。そこの駅えき前まえで、立たてこもり事じ件けん発はっ生せい中ちゅうだってさ」

　南み空そらセンパイが、スマホでニュースをチェックしている。

「強ごう盗とう犯はんが、人ひと質じちと共ともにハンバーガーショップに立たてこもりかあ。ハンバーガーショップで立たてこもりなんてめずらしいよね。フツーは銀ぎん行こうとか……ちょっと夢ゆめ子こちゃん!?」

　無む意い識しきの内うちに走はしりだしていた。

　なんだか胸むねがザワザワする。

　だって、駅えき前まえのハンバーガーショップは、

　一いちノの瀬せくんのお気きに入いりだから。

　あそこの白しら玉たまあずきバーガーを食たべながらミステリー小しょう説せつ読よむのが好すきだって、前まえに言いってたから。







「あぶないから下さがって下ください！」

　ハンバーガーショップの前まえは大だい混こん雑ざつしていた。

　何なん台だいものパトカーが停とまっていて、機き動どう隊たいみたいなのもいる。

　野や次じ馬うまだらけで、ハンバーガーショップに近ちかづくことすらできない。

　仕し方かたなくその場ばでぴょんぴょんとジャンプしたら、店みせの中なかが少すこしだけ見みえた。

「──車くるまを用よう意いしろ！　じゃないとこのガキぶっ殺ころすぞ！」

　強ごう盗とう犯はんらしき男おとこの、叫さけび声ごえが聞きこえる。

　首くびをのばして、人ひとと人ひとのすき間まから店てん内ないの様よう子すをうかがう。

　制せい服ふく姿すがたの男だん子し生せい徒とを、後うしろから羽は交がいじめにして、こめかみに拳けん銃じゅうを突つきつけているのが見みえた。

　その男だん子し生せい徒とは、

「一いちノの瀬せくん……！」

　イヤな予よ感かんが的てき中ちゅうした。

　人ひと質じちは、一いちノの瀬せくんだ。

　こめかみに拳けん銃じゅうをおしあてられて、さすがの一いちノの瀬せくんも表ひょう情じょうをゆがめている。

　どうしよう、助たすけなきゃ。

　でもどうやって。

「こちらが現げん場ばのハンバーガーショップです！」

　私わたしのすぐ横よこで、マイクを持もった女じょ性せいがカメラにむかって実じっ況きょう中ちゅう継けいし始はじめた。

「目もく撃げき者しゃの証しょう言げんによりますと、当とう初しょ人ひと質じちは、ハンバーガーショップの女じょ性せい従じゅう業ぎょう員いんだったそうですが、女じょ性せいのあまりのおびえように、すぐそばにいた男だん子し中ちゅう学がく生せいが見みるに見みかねたのか、自みずから人ひと質じちになることを提てい案あんし、女じょ性せい従じゅう業ぎょう員いんと交こう代たいしたそうです！　その男だん子し中ちゅう学がく生せいは店てん内ないにいた客きゃくの一人ひとりで……」

　私わたしは耳みみをうたがった。

　自みずから人ひと質じちになったの!?

　なにやってんの一いちノの瀬せくん！

　早はやく助たすけてあげたいけれど、人ひとが多おおすぎて店みせに近ちかづけない。

「うわあ、すごく人ひとが集あつまってるねえ」

　私わたしを追おいかけてきた南み空そらセンパイが、観かん光こう気き分ぶんであたりを見み渡わたしている。

「……南み空そらセンパイ」

「なんだい夢ゆめ子こちゃん」

「センパイは、人ひとの注ちゅう目もくを集あつめるのが得とく意いですよね」

「まあそうだね。自し然ぜんと目め立だっちゃうんだよね。生うまれつき華はながあるっていうかさあ」

「ではどうぞセンパイ」

　私わたしはリポーターからマイクをすばやくうばい、センパイに渡わたした。

「え、なにこれマイク？　いいの？　カメラこれ？　マジで生なま中ちゅう継けい？　いやあどうもこんにちはみなさん、イケメン高こう校こう生せいの南み空そらヒカルです」

　さすがは学がく園えんアイドルの南み空そらセンパイ。

　カメラにむかってアドリブでベラベラ楽たのしそうに話はなし始はじめた。

　マイクをうばい返かえそうとするリポーターともみ合あいながらも、カメラ目め線せんで笑え顔がおをふりまく。

　異い変へんを感かんじたのか、徐じょ々じょに周しゅう囲いが南み空そらセンパイに注ちゅう目もくし始はじめた。

　新あらたなもめ事ごと発はっ生せいと認にん識しきした何なん人にんかの警けい察さつ官かんも、カメラのある方ほうへと集あつまってくる。

（──よし、今いまだ！）

　ギャラリーの意い識しきが南み空そらセンパイの方ほうへむくと、人ひとだかりにスペースが空あいた。

　そのわずかなすき間まをぬうようにして走はしり、警けい察さつ官かんの足あしもとを這はってすり抜ぬけ、ハンバーガーショップの中なかへ一いっ気きに駆かけこんだ。

「な、なんだテメエは！」

　店てん内ないに飛とびこんできた私わたしを見みて、強ごう盗とう犯はんがおどろいている。

　しかし拳けん銃じゅうは一いちノの瀬せくんの頭あたまにおしつけたままだ。

　アレをなんとかしないと。

「……いえーい、一いちノの瀬せくんやっほー。正せい義ぎの美び少しょう女じょ戦せん士し・鬼おに塚づか夢ゆめ子こが助たすけに来きたよおー」

　笑え顔がおで手てをヒラヒラふる私わたしを、一いちノの瀬せくんはただだまって見みつめている。

　強ごう盗とう犯はんが「今いますぐ出でて行いけ！」と声こえを荒あららげた。

「へえー、一いちノの瀬せくんてばやっぱりここのハンバーガー好すきなんだねえ、今日きょうも買かいに来きてたんだ。人ひと質じちなんかになっちゃったりしてびっくりしたよ、明日あしたから全ぜん国こくレベルで有ゆう名めい人じんになっちゃうねえー」

「出でて行いけって言いってんのが聞きこえねえのか！」

「やだなあ、そんなに怒おこらないでよ強ごう盗とうさん。カリカリしてると頭とう髪はつがうすくなりますよぉ」

「ふざけてんのかテメエ！　撃うつぞ！」

　そうだ。

　私わたしを狙ねらえ。

　拳けん銃じゅうをこっちにむけろ。

　銃じゅう口こうが私わたしにむけられたその瞬しゅん間かんが、

　──犯はん人にんの最さい後ごだ。

「夢ゆめ子こちゃーん、ちょっと聞きいてよ、テレビ局きょくの人ひとが報ほう道どうやらないかってスカウトしてくるんだけど、ぼくとしては俳はい優ゆうがやりたいんだよね」

　南み空そらセンパイがとんでもなく場ばちがいなのんきモードで私わたしのそばにやってきた。

「全ぜん員いんぶっ殺ころしてやる！」

　犯はん人にんの銃じゅう口こうが南み空そらセンパイにむけられた。

「センパイあぶないっ！」

　かばおうとして、思おもい切きり右みぎ手てをのばしたら、

「──あれ？」

　センパイの身体からだが、ボールみたいに後こう方ほうへはじけ飛とんだ。

　んん？

　なんで？

　私わたし、手てをのばしただけなんだけどな。

　手ては当あたってないよね？

　強ごう盗とう犯はんと一いちノの瀬せくんが、口くちをあんぐり開あけて、ふき飛とんだセンパイを見みつめている。

　今いまがチャンスだ！

「──スキあり！」

　犯はん人にんの右みぎ腕うでに飛とびかかり、拳けん銃じゅうをうばった。

「なにしやがんだこのガキ！」

　胸むなぐらをつかんできた犯はん人にんにむかって、全ぜん力りょくパンチをつきだした。

　するとパンチが当あたる直ちょく前ぜん、強つよい風かぜが発はっ生せいし、強ごう盗とう犯はんの身体からだはつむじ風かぜのように高こう速そく回かい転てんしながら店みせの天てん井じょうに突つき刺ささった。

　だから当あたってないよね!?

　なにこれ！

　もしかして、私わたしの腕うでの風ふう圧あつでふき飛とんでるの？

　ええー、マジか。

　そういうの、少しょう年ねんマンガでよく見みるけど。

　私わたし、だんだんパワーアップしてない？

　なんだかもう、なにかの能のう力りょく者しゃみたいになってきてる気きがする。

「──一いちノの瀬せくん、ケガはない!?」

　どっとなだれこむように入はいってきた大たい量りょうの警けい察さつ官かんに犯はん人にん確かく保ほは任まかせるとして、私わたしは一いちノの瀬せくんのそばへ駆かけよった。

「うん、ありがとう。鬼おに塚づかさんのおかげで無む傷きずだよ」

　一いちノの瀬せくんはかろうじて笑わらってはいるけど、ずいぶん疲つかれた表ひょう情じょうをしている。

　そりゃそうだろう。

　拳けん銃じゅうを頭あたまにおしつけられて、どんなにこわかったことか。

「どうして自みずから人ひと質じちになったりしたの!?　あぶないじゃない！」

「うん……なぜあんな危き険けんを冒おかしたのか、自じ分ぶんでもよくわからない。だけど今いま思おもえば……」

　一いちノの瀬せくんが、ふわりとやわらかくほほえんだ。

「……心こころのどこかで、鬼おに塚づかさんが助たすけてくれるって信しんじていたからかも知しれない」

　おどろいた。

　おどろきすぎて、頭あたまが真まっ白しろになった。

　一いちノの瀬せくんが、私わたしを信しんじてくれていた。

　すごくうれしい気き持もちと、

　なんで私わたしなんかを、というおそれ多おおい気き持もちと、

　色いろんな感かん情じょうがごちゃ混まぜになって。

　なぜか泣なきたい衝しょう動どうにかられた。

　──私わたしも伝つたえなくちゃ。

　一いち番ばん伝つたえたい人ひとに、一いち番ばん伝つたえたいことを。

「……い、一いちノの瀬せくん！」

「なに？」

「あ、あの、私わたし、私わたしね……」

「うん」

「……私わたし、南み空そらセンパイのこと全ぜん然ぜん好すきじゃないんだ！」

　私わたしたちの目めの前まえを、イケメン風ふうのポーズをとりながら気き絶ぜつした南み空そらセンパイが、タンカで運はこばれて行いく。

「……うん、それは、なんとなくわかるよ」

　タンカ上じょうの南み空そらセンパイを見みつめながら、一いちノの瀬せくんが何なん度どもうなずいた。

　よかった！

　センパイを好すきじゃないって信しんじてもらえた！

「そうだ、一いちノの瀬せくんに渡わたしたい物ものがあるの。あれ、私わたしのカバンが……」

　あたりを見み回まわすと、なぎたおされたテーブルやイスでぐちゃぐちゃになっている店みせの床ゆかに、私わたしのカバンが落おちていた。しかも中なか身みが散さん乱らんしている。サイアクだ。

　散ちらばった教きょう科か書しょやノートをかき集あつめ、例れいのラブレターも回かい収しゅうした。

「この手て紙がみ、読よんで下ください！」
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　一いちノの瀬せくんに強ごう引いんに渡わたして、ダッシュで逃にげた。




　やった！

　渡わたせた！

　一いちノの瀬せくんにラブレターを渡わたせたぞおおおお！
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「やあ、夢ゆめ子こちゃんおはよう！」

　翌よく朝あさ、昇しょう降こう口ぐちに南み空そらセンパイがさわやかスマイルで現あらわれた。

　その頭あたまには包ほう帯たいがまかれている。

　あわわ。

　私わたしがふっ飛とばしたせいで、たんこぶができちゃったんだ……ごめんなさい。

「おはようございます南み空そらセンパイ。昨日きのうはすみませんでした。助たすけようとしたら謎なぞの力ちからが働はたらいてしまって……」

「いやいや、いいんだよ夢ゆめ子こちゃん。おかげで今いままで以い上じょうに人にん気き者ものになっちゃったから！」

「はい？」

「身みをていして、強ごう盗とう犯はん逮たい捕ほに協きょう力りょくしたイケメン高こう校こう生せいとして記き事じに取とり上あげられちゃってさあ！　全ぜん国こくの乙おと女めたちからファンメールが殺さっ到とうして大おおいそがしだよ！」

　言いってるそばから、女じょ子しの黄き色いろい悲ひ鳴めいが四し方ほうから聞きこえた。

「おっと、またぼくのファンが集あつまってきた。じゃあまたね夢ゆめ子こちゃん」

　花はな束たばやプレゼントを抱かかえた大おお勢ぜいの女じょ子し生せい徒とに囲かこまれながら、センパイはうれしそうに去さっていった。

　なんかよくわかんないけど、今日きょうも楽たのしそうでなによりですセンパイ。

「──おはよう、鬼おに塚づかさん」

　心しん臓ぞうがドキリとはねあがった。

　ふり返かえると、一いちノの瀬せくんが立たっていた。

「お、おはよう一いちノの瀬せくん」

　なんとか平へい静せいを装よそおってアイサツを返かえした。

　まさか朝あさから声こえをかけられるとは思おもってもみなかった。

　しかもこんなフツーに。

　だって、ラブレターを渡わたした翌よく日じつだよ？

　ともだちとして接せっしていた今いままでとはちがって、もっとこう、ギクシャクするかと思おもっていた。

「昨日きのうの手て紙がみ、読よませてもらったよ」

　心しん臓ぞうが、口くちから飛とびでそうになった。

　いきなり本ほん題だいだ。

　うわあどうしよう、こんな朝あさっぱらから。

「ありがとう鬼おに塚づかさん。おかげで朝あさまで眠ねむれなかったよ」

　眠ねむれなかったという割わりには、やけに生いき生いきとした表ひょう情じょうをしている。

「鬼おに塚づかさんはやっぱりぼくのことをよくわかっているね。こんなゆかいな手て紙がみをくれるなんて」

「……ゆかいな手て紙がみ？」

「今いままでもたくさんの暗あん号ごう文ぶんを解といてきたけど、その中なかでもダントツにむずかしかったよ」

「……はい？」

　一いちノの瀬せくんはさっきからなんの話はなしをしているの？

「非ひ常じょうにおもしろい。だけどさすがのぼくも降こう参さんだよ」

　制せい服ふくの胸むねポケットから一枚まいの紙かみを出だして広ひろげた。

　見みおぼえのある便びんせん。

　私わたしが書かいたラブレターだ。

〈ずっと前まえから好すきでした。

　私わたしとつき合あって下ください。〉

　そう書かいたはずなのに。

　なぜか便びんせんのあちこちに、コーヒーの染しみのような物ものがたくさんついていて。
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　これだけしか、読よめない状じょう態たいになっている。

　昨日きのうハンバーガーショップでカバンを落おとした時ときに、染しみがついてしまったのだろう。

　たしかにこれじゃあ暗あん号ごう文ぶんだ。

「頼たのむよ鬼おに塚づかさん、なにかヒントをくれないか」

「いや……あのね一いちノの瀬せくん」

「一行ぎょう目めが『ずっと前まえからあげ食くった』なのはわかったんだけど、二行ぎょう目めがむずかしくて」

「なぜ『ずっと前まえからあげ食くった』は正せい解かい確かく定ていなの？」

「やっぱりヒントなしで解といてみよう。だからもう少すこし時じ間かんをくれないか」

「いや時じ間かんとかそういう問もん題だいじゃなくて」

「必かならず解といてみせるよ。この手て紙がみは言いわば、鬼おに塚づかさんからの挑ちょう戦せん状じょうだもんね」

　食くい入いるように便びんせんを見みつめながら一いちノの瀬せくんは教きょう室しつへと歩あるきはじめた。

　一いちノの瀬せくん、便びんせんを見みながら廊ろう下かを歩あるくとあぶないよ。

　私わたしと一いっ緒しょにいるとほら、少しょう年ねんマンガ効こう果かが発はっ生せいするからさ。

（──ああ、言いわんこっちゃない）

　推すい理りに集しゅう中ちゅうしている一いちノの瀬せくんの頭あたまめがけて、野や球きゅうの球たまが飛とんできた。

　私わたしが魔ま剣けんでボールを打うち返かえす。

　それからテニスボール、サッカーボール、ハンドボール、バスケットボール、バスケットゴールが一いちノの瀬せくんめがけて次つぎ々つぎに飛とんできた。

　しかしどれも全すべて一いちノの瀬せくんの身体からだに触ふれることなく、魔ま剣けんでこっぱみじんに粉ふん砕さいした（ここ廊ろう下かなんだけどどっから飛とんでくるのコレ）。

「やはりむずかしいな、この暗あん号ごう文ぶんは……でも今日きょうこそ解とけるような気きがする」

　一いちノの瀬せくんは全まったく気きづかず、ぶつぶつと推すい理りしながら教きょう室しつをめざす。




　いいんだ、これで。

　一いちノの瀬せくんが推すい理りに集しゅう中ちゅうできるように、

　ジャマな物ものは、私わたしが全すべて追おいはらってあげる。

　そのラブレターの謎なぞを解といた時とき、一いちノの瀬せくんはどんな顔かおをするのだろう？

　早はやく謎なぞを解といてほしいような、解といてほしくないような……。




　だけど、

　謎なぞが解とかれた時ときには、

　きっと、

　少しょう女じょマンガみたいにステキな恋こいが、始はじまるにちがいない！




「──わかったぞ！」

　一いちノの瀬せくんが、うれしそうな声こえをはり上あげた。

「二行ぎょう目めは、『ほねつきチキンもよい』だ！」

　鶏とり料りょう理りからはなれようよ、一いちノの瀬せくん。

　どうして時とき々どき、急きゅう激げきに推すい理り力りょくが落おちるの？

　これはもしかしたら、推すい理りマンガの神かみ様さまのいたずらかしら。

　うーん。

　少しょう女じょマンガみたいにステキな恋こいが、始はじまる……かなあ？































　人ひとの波なみがまっぷたつに割われるところを、初はじめて見みた。




「悪わるいんだけど、ジャマだからどいてくれるかしら」

　今日きょうも今日きょうとて昇しょう降こう口ぐちに集あつまってきた、学がく園えん内ないよりすぐりのイケメンの大たい群ぐん。

　その大たい群ぐんが、カレンのこの一ひと言ことでサッと左さ右ゆうに分わかれた。

　まるでモーセの十じっ戒かいだ。

「今朝けさもすごいね、カレンの勾まが玉たまの威い力りょくは」

　開ひらかれた道みちをカレンと一いっ緒しょに歩あるく。

　廊ろう下かの両りょうわきにイケメンがびっしり並ならんでいる。

　これ、教きょう室しつまで続つづいてんのかな。

　すごく歩あるきづらい。

　となりでカレンがため息いきをついた。

「毎まい日にちこうだと疲つかれるわよね」

　いやいや、そんなゼイタクなこと言いっちゃダメでしょ。

　と、ツッコミたいところだけど。

　これはみんな、少しょう女じょマンガの勾まが玉たまの力ちから。

　本ほん当とうに私わたしのことが好すきで集あつまってきているわけじゃない、とカレンはいつも言いう。

　たしかにそう考かんがえると、ため息いきもつきたくなるかもね。

　カレンはこの間あいだから、文ぶん通つう相あい手てを探さがしている。

　勾まが玉たまの影えい響きょうなしで、本ほん当とうの自じ分ぶんを知しってもらうためだ。

　少しょう女じょマンガの世せ界かいって、すごくあこがれてたんだけどなあ。

　それもそれで、なかなか大たい変へんそうだ。

　──なんて考かんがえていたら、前まえから男だん子しが歩あるいてきた。

　見みたことない男だん子しだ。

　何なん組くみの子こかな。

　てゆうか、なんのちゅうちょもなく、まっすぐ歩あるいてくるんですけど。

　このままだと私わたしたちとぶつかっちゃうんですけど。

　え、どうしようかな。

　これ、よけた方ほうがいいよね。

　でも左さ右ゆうにイケメンたちがいるから、これ以い上じょうよけられないんだけどな。

「──どいてくれない？」

　ちょうど目めの前まえまで来きたところで、カレンが言いった。

　さすがカレンだ。

　ズバッと言いうね。

　だけど、

「……そっちがどけよ」

　男だん子しが、じとりとにらんできた。

　長ながめの前まえ髪がみに、生せい気きのない瞳ひとみ。

　なんと言いうか、この世よの全すべてに絶ぜつ望ぼうしているような表ひょう情じょうだ。

　暗くらい。

　とにかく暗くらい。

　男だん子しは無む言ごんでカレンをおしのけ、そのまま通とおりすぎていった。

　ずるり、ずるりと重おもそうな足あしどりで。

　うわあ、カレンを雑ざつにあつかう男だん子し、初はじめて見みた。

　てゆうか、カレンを前まえにしても、フツーだった。

　たいていの男だん子しは、目めがハートマークになっちゃうんだけどな。

　あれは一いっ体たい、だれなんだろう？

　私わたしが首くびをかしげていたら、

「──転てん校こう生せいだよ」

「うわ、びっくりした」

　すぐ後うしろに一いちノの瀬せくんが立たっていた。

　いつもながら登とう場じょうが突とつ然ぜんだなあ。

　──先せん日じつ、私わたしがあげた暗あん号ごう文ぶん（ラブレター）の謎なぞを、一いちノの瀬せくんは解とくことができなかった。

　答こたえを教おしえてくれと、しつようにせまられたけど、「忘わすれちゃった」で、なんとかごまかした。

　一いちノの瀬せくんの推すい理り力りょくが突とつ然ぜん弱よわくなるのって、アレ絶ぜっ対たい神かみ様さまのいたずらだと思おもう。

　推すい理りマンガの神かみ様さまにはまだ会あったことがないけれど、きっと少しょう年ねんマンガの神かみ様さまに負まけずおとらずの、お調ちょう子し者ものなんじゃないかなあ……。

「彼かれは中ちゅう等とう部ぶ二年ねん三組くみの転てん校こう生せい、影かげ山やま幽ゆう斗とくんだよ」

　一いちノの瀬せくんが、さっきの男だん子しの後うしろ姿すがたを見みつめながら言いった。

「おはよう、一いちノの瀬せくん。あの子このこと知しってるの？」

「転てん校こう早そう々そう、あちこちの不ふ良りょう相あい手てに、連れん戦せん連れん勝しょうしているらしい。だから『最さい強きょうの転てん校こう生せい』と呼よばれて、恐おそれられているんだ」

「一いちノの瀬せくん、くわしいんだね」

「みんながウワサしてるのを聞きいただけだよ。特とくに有ゆう名めいなエピソードは、仰ぎょう天てん中ちゅう学がくとの対たい決けつだ」

「仰ぎょう天てん中ちゅう学がくって……あの不ふ良りょう校こうで有ゆう名めいな？」

「うん。休きゅう日じつの繁はん華か街がいで、影かげ山やまくんが仰ぎょう天てん中ちゅう学がくの番ばん長ちょうグループ数すう十じゅう人にんに取とり囲かこまれたらしい」

「うわあ、こわそう」

「だが影かげ山やまくんはおびえるどころか、鬼おにのような形ぎょう相そうですごみ続つづけ、そのあまりの迫はく力りょくに、番ばん長ちょうグループが引ひき下さがったんだって」

「すごい！　影かげ山やまくんは、鋼はがねの心こころを持もってるんだね！」

　だからカレンの勾まが玉たまの威い力りょくも、効きかなかったのかなあ？

　カレンの方ほうを見みると、なにやらぼんやりとしている。

「どうしたの、カレン？」

「……私わたしにむかって、『どけ』なんて言いう男だん子しがいるのね……」

　視し線せんの先さきをたどると、遠とおくにさっきの転てん校こう生せいの後うしろ姿すがたが見みえた。

　カレンはその背せ中なかを、いつまでも見みつめている。
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　こっ！

　これはっ！

　もしかしてっ！

「カレン……っ、よかったね！」

「へ？　なにが？」

　色いろ々いろなやんでたけど、ついに見みつかったんだね！

　うわーなんかめっちゃテンション上あがってきた！

　うわーすごいな、春はるがきた！

　あのカレンにもとうとう春はるがきた！

　なにも言いわなくてもいいよカレン、わかってるから！

「カレン！　私わたしに任まかせて！」

「だから、なにがよ」

　カレンが、すごくイヤそうな顔かおしてる。

　かくさなくてもいいのに！

　私わたしわかってるからね！




[image: ]




　──放ほう課か後ご。

　最さい強きょうの転てん校こう生せいこと、影かげ山やま幽ゆう斗とくんを、私わたしはこっそりと尾び行こうすることにした。

　だってあのカレンが、特とく定ていの男だん子しに興きょう味みを示しめすなんて、めったにないことだもん！

　なにがなんでも、応おう援えんしてあげたいじゃない！




　カレンって、態たい度どが高こう圧あつ的てきだし、言いい方かたがキツイから。

　学がっ校こうではみんなこわがってあまり近ちかづかない。

　でも実じつはああ見みえて、結けっ構こうめんどう見みがいいんだ。




　授じゅ業ぎょう中ちゅう、カレンの前まえの席せきの子こがグーグー寝ねてたことがあったんだけど、

　そろそろ音おん読どくの順じゅん番ばんが回まわってくる、っていう時ときに、カレンが寝ねてる子このイスを強つよく蹴けったの。

　後あとでその子こは、「授じゅ業ぎょう中ちゅうに白しら鳥とりさんにイス蹴けられたこわい」ってみんなに話はなしてた。

　でもちがうんだよ、カレンはイジワルしたわけじゃなくて、起おこしてあげたんだよ。

　私わたしがそれを説せつ明めいしに行いこうとしたら、カレンに止とめられた。

「別べつにどう思おもわれてもいい」って。

　なんだかなあ。

　そんなんだから、みんなに誤ご解かいされちゃうんじゃない。




　カレンのそーゆーところ、理り解かいしてくれる仲なか間まが私わたし以い外がいにも増ふえればいいのにって、ずっと思おもってた。

　だからカレンが影かげ山やまくんのこと気きになるんだったら、絶ぜっ対たいなかよくなってほしい！




　そのためにはまず、影かげ山やまくんのことを調しらべないとね。

　彼かの女じょいるのかな、好すきな食たべ物ものはなにかな、どんなマンガが好すきかな。

　てゆうか影かげ山やまくん、歩あるくの速はやいな。

　ついていくのがやっとなんだけど。




「──いよォ、転てん校こう生せい。おまえ最さい強きょうらしいじゃん」

　影かげ山やまくんの後あとをつけていたら、突とつ然ぜん五人にんの男だん子し生せい徒とが現あらわれた。

　見みたことのない制せい服ふくなので、他た校こうの生せい徒となのだろう。

　もしかして、前まえの学がっ校こうのおともだち？

　私わたしは電でん信しん柱ばしらのかげから、そっと様よう子すをうかがうことにした。

「ちょっと強つよいからって調ちょう子しに乗のってんじゃねえぞ」

「なにが最さい強きょうだ。バカじゃねえの」

「この人にん数ずう相あい手てにやってみろよ」

　どうやら影かげ山やまくんのおともだちではなさそうだ。

　明あきらかにケンカ腰ごしだもんね。

　てゆうか、この街まちは不ふ良りょうが多おおいな。

　近ちかくに私わたしがいるせいだったら、申もうしわけない……。

　私わたしがやっつけた方ほうがいいかな？

　当とうの影かげ山やまくんは、こわがる様よう子すもなく、不ふ良りょうたちをじっとにらんでいる。

「そのスカした態たい度どが気きに入いらねーんだよ！」

　五人にんがいっせいに影かげ山やまくんにおそいかかった。

　助たすけなきゃ、そう思おもって飛とびだそうとしたその時とき、

　影かげ山やまくんの足あしもとから、ゴボリと黒くろい物ぶっ体たいがせり上あがってきた。

　──なんだろう、アレは？

　泥どろの山やまのように見みえたそれは、みるみる巨きょ大だい化かし、人にん間げんの三倍ばいほどの大おおきさになった。

　そしてなんと、ガバリと真まっ赤かな口くちを開あけて、笑わらったのだ。

「バ、バケモンだあ！」

　不ふ良りょうたちが悲ひ鳴めいを上あげた。

　たしかにそれは、この世よの物ものとは思おもえない。

　バケモノとしか、言いいようがなかった。

　不ふ良りょうたちがあわてふためく中なか、影かげ山やまくんだけは、微び動どうだにせず立たちつくしている。

　影かげ山やまくんの胸むなもとが、なぜか強つよい光ひかりを放はなっている。

　もしかしたら、アレは……。
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「逃にげろおおお！」

　クモの子こを散ちらすように、不ふ良りょうたちが逃にげていった。

　そして黒くろいバケモノも、煙けむりのように消きえてしまった。

「あのう……」

　私わたしはおそるおそる近ちかづいてみた。

　不ふ良りょうもバケモノもいなくなったのに、影かげ山やまくんはピクリとも動うごかない。

「影かげ山やまくん、大だい丈じょう夫ぶ？」

　肩かたをそっとさわってみると、そのままバタリとたおれた。




　影かげ山やまくん……。

　目めを開あけたまま気き絶ぜつしてる。










「──わるいな。ええと、おまえは……」

「鬼おに塚づか夢ゆめ子こ。二年ねん四組くみだよ」

　近ちかくの公こう園えんのベンチに影かげ山やまくんを運はこんだ。

　しばらくして目めを覚さました影かげ山やまくんは、申もうしわけなさそうにあやまった。

「迷めい惑わくかけたな、鬼おに塚づか。偶ぐう然ぜんたまたま通とおりかかっただけなのにな」

「えっ？　ええと、いや、大だい丈じょう夫ぶだよ」

　偶ぐう然ぜんじゃなくて、尾び行こうしてたんだけどね……。

「おれなんかの近ちかくにいたせいで、鬼おに塚づかまで不ふ幸こうに巻まきこんでしまったな」

「え、いや、不ふ幸こうってほどじゃあ」

「おれが道みちを歩あるいてたせいだな。おれが道みちを歩あるかなきゃよかったんだな……」

「いやいや、歩あるかなきゃ帰かえれないでしょ」

「おれみたいな人にん間げんは、道みちを歩あるいちゃダメなんだ。なにをやってもダメなんだおれは」

「ちょ、どうしたの影かげ山やまくん」

「おれのせいで鬼おに塚づかみたいなどんくさそうなヤツを不ふ幸こうに巻まきこんでしまった……。おまえどう見みてもどんくさそうだもんな。どんくさい上うえに不ふ幸こうになったら、もう悲ひ惨さんすぎるよな。ごめんな」

「あやまってるの？　ディスってるの？」

　影かげ山やまくんが、よくわからないネガティブ発はつ言げんを連れん発ぱつだ。

　私わたしのとなりで、それはそれは深ふかいため息いきをついている。

　なにかイヤなことでもあったのか、もともとこういう性せい格かくなのか……？

　近ちかくで見みると、影かげ山やまくんはすごく整ととのった顔かお立だちをしている。

　かっこいいというより、キレイ。

　背せも高たかくてスタイルいいし。

　テレビドラマとかに出でてる、イケメン俳はい優ゆうみたい。

　もう少すこし明あかるい表ひょう情じょうをすれば、すごくモテると思おもうんだけどなあ。あと変へんな発はつ言げんをしなければ。

　いや今いまはそんなことよりも、聞ききたいことがある。

「ねえ、影かげ山やまくん」

「幽ゆう斗とでいいよ」

「幽ゆう斗とくん……さっき胸むなもとが光ひかっているように見みえたんだけど……」

　私わたしが言いうと、幽ゆう斗とくんは少すこしとまどったような表ひょう情じょうをしてから、

「見みられたんなら、仕し方かたがないな……」

　胸むなもとから首くびかざりを取とりだした。

　そこには、黒くろみがかった、まるで血ちのような色いろの勾まが玉たまがついている。

　なんて不ぶ気き味みな色いろなんだろう。

「……実じつはこの前まえ、ホラーマンガの神かみ様さまを祀まつる、怪かい奇き神じん社じゃで大おお当あたりのおみくじを引ひいたんだ」

　やっぱりかァ！

　うちの学がく園えん、勾まが玉たま持もってる人ひと多おおすぎるんですけどおおお！

　このまま増ふえつづけたら、一いっ体たいどうなるの!?

　というか、ホラーマンガの神かみ様さま！

　いるだろうなとは思おもっていたけど、いたんだ!?

　そしてそんなこわい勾まが玉たまを欲ほしい人ひとって、いるんだ!?

「幽ゆう斗とくんは、ホラーマンガが好すきなの？」

　私わたしが聞きくと、幽ゆう斗とくんは静しずかに目めを閉とじた。

「──逆ぎゃくだ」

「え？」

「おれは、ホラーマンガが大だいキライなんだ」

　うん？

　それって、どういうコト？

「ホラーマンガだけじゃない、とにかくおばけの類たぐいがぜんぶダメだ。怪かい談だん話ばなしなんかも、聞きいただけでこわくて動うごけなくなる。小ちいさいころからずっとそうなんだ……」

「へえ。意い外がいだね。最さい強きょうの転てん校こう生せいなんて呼よばれてるのに」

「なんだそれ。おれのことか？」

「そうだよ。有ゆう名めいだよ。ケンカで負まけたことないんでしょ？」

「ケンカなんかしたことない。なぜかよくからまれるけど、いつもおばけが発はっ生せいして、相あい手てが勝かっ手てに逃にげていくだけだ」

「そうなの？　じゃあ、仰ぎょう天てん中ちゅう学がくの番ばん長ちょうグループに囲かこまれても、動どうじなかったっていうあのエピソードは……？」

「ああ……アレは、番ばん長ちょうグループの後うしろに見みえたホラー映えい画がの告こく知ちポスターがこわくて、目めを開あけたまま気き絶ぜつしてただけだ」

「ポスターでもムリなの!?　じゃあ実じっ際さいにホラー映えい画がを観みてしまったら……？」

「即そく、入にゅう院いんだな」

「即そく、入にゅう院いん！　そんなに苦にが手てなの!?」

「ああ。ジャック・オ・ランタンが、ギリだ」

「ジャック・オ・ランタンが、ギリ！」

「ギリと言いっても、アレだ、直ちょく視しはできない。ちょっと視し点てんを外はずしてだったら、かろうじて見みることができる」

「ハロウィンの時じ期きはどうしてるの!?」

「目めの焦しょう点てんをずらしながら歩あるいてる」

「あぶないよ！」

　歩あるきスマホばりにあぶないよ！

　ちゃんと前まえを見みて歩あるかないと危き険けんだよ！

　でも、そんなにおばけが苦にが手てなのに……。

「……どうして、ホラーマンガの勾まが玉たまを授さずかったの？」

　私わたしが聞きくと、幽ゆう斗とくんは、ふっとなげやりに笑わらった。

「──あれは、小しょう学がく六年ねん生せいの夏なつだった」

　幽ゆう斗とくんが、空そらを見み上あげた。

　あ、これ、話はなし長ながくなる系けいかな。

　私わたしそろそろおなか空すいてきたんだけどな。

「町ちょう内ない会かいの催もよおしで、肝きもだめし大たい会かいが行おこなわれたんだ。おばけ役やくはみんな近きん所じょのオッサンたちで、こわがらせるよりも笑わらわせることに重じゅう点てんを置おいたような、そんなほのぼのとした企き画かくだ。それなのに、それなのにおれは──」

　幽ゆう斗とくんが、雨あめにぬれた子こ犬いぬのようにふるえはじめた。

　なんだなんだ。

　町ちょう内ない会かいの肝きもだめしで、一いっ体たいどんな悲ひ劇げきが起おきたと言いうのだ。

「──おれは、逃にげたんだ。コースの途と中ちゅうで。ペアの女じょ子しを置おいて」

　ああ……。

　町ちょう内ない会かいのアットホームな肝きもだめしでも、ダメでしたか。

「その女じょ子しには、後ご日じつ、『女じょ子しを置おいて逃にげるなんてサイテー』と、ののしられた。あの時ときの冷つめたい目めは、一いっ生しょう忘わすれられない」

「わ、忘わすれた方ほうがいいよ。女じょ子しってさ、本ほん心しんとは裏うら腹はらなこと言いったりするしさ」

「好すきだったんだ」

「え？」

「好すきだったんだよ、おれは。その女じょ子しのことが……」

　風かぜが強つよく吹ふいた。

　幽ゆう斗とくんの長ながい前まえ髪がみがゆれて、暗くらい瞳ひとみが見みえた。

　こんなにもいいお天てん気きなのに、ここだけ別べっ世せ界かいみたいにどんよりだ。どうしよう。

「それからおれは、死しに物ものぐるいで特とっ訓くんした。来くる日ひも来くる日ひも、ホラーマンガを読よみつづけた。二に度どと同おなじあやまちをくりかえさないために。ほれた女おんなを守まもれるように」

「うわあ、重おもい。あ、まちがえた、かっこいい」

「おかげで、目めを開あけたまま気き絶ぜつするという必ひっ殺さつ技わざを会え得とくしたが、おばけに対たいする恐きょう怖ふ心しんは、いっこうにうすれず……。ワラにもすがる思おもいで、ホラーマンガの神かみが祀まつられているという、怪かい奇き神じん社じゃへ行いったんだ」

　怪かい奇き神じん社じゃか。

　そんな神じん社じゃもあったんだね。知しらなかった。

「ホラーマンガの神かみが宿やどる勾まが玉たまを手てに入いれれば、おばけにも強つよくなれるんじゃないかと思おもってな。毎まい日にち通かよいつめた。そして一年ねんを過すぎたころ、とうとう大おお当あたりのおみくじを引ひいたんだ」

「それで、勾まが玉たまを授さずかったんだね」

　でも、おばけが苦にが手てな幽ゆう斗とくんが、そんな勾まが玉たまを授さずかってしまったら……。

「……勾まが玉たまのせいでおれは、ことあるごとに、幽ゆう霊れいや妖よう怪かいと遭そう遇ぐうするようになってしまった」

「だよね」

「おばけがよりいっそう、苦にが手てになった」

「だよね……」

「なにをやってもダメなんだ……」

　幽ゆう斗とくんが、大おおきなため息いきをついた。

「今いままで色いろんな努ど力りょくをしてきたけど……おれは一いっ生しょう、おばけ恐きょう怖ふ症しょうのままなんだきっと……」

　とっても悲かなしそうな顔かおだ。

　私わたしの胸むねに、急きゅうに熱あついものがこみ上あげてきた。

「私わたしに任まかせて！」

　私わたしは、すっくと立たち上あがった。

「おばけギライを直なおすの、私わたしも協きょう力りょくしてあげる！」

「いや……いいんだ。どうせおれは、なにをやってもダメなんだ」

「そんなことないよ！」

「ここいらであきらめるよ」

「ダメだよ！　あきらめさえしなければ、いつか必かならず夢ゆめは叶かなうから！」

「そんな……少しょう年ねんマンガじゃあるまいし」

「少しょう年ねんマンガだよ！」

「え？」

　私わたしが持もっている、青あおい勾まが玉たまを見みせた。

「私わたしは、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまに取とり憑つかれているんだから！」

　幽ゆう斗とくんは、勾まが玉たまと私わたしを、交こう互ごに見みつめた。

「……てことは、もしかしておまえ、ケンカ強つよい？」

「え？　うん、まあ、それなりに……」

「そうか、なるほどな」

　幽ゆう斗とくんが、うんうんとうなずいた。

「なにを一人ひとりで納なっ得とくしてるの、幽ゆう斗とくん」

「最さい近きんおれが出で会あった不ふ良りょうが、去さり際ぎわに『どんなに強つよくても鬼おに塚づかほどじゃねえ』とか、『どうせおまえも鬼おに塚づかにつぶされる』とか捨すてゼリフを吐はいてたんだけど、アレおまえのことだったんだな」

「えええええなにそれ！」

「おれはてっきり、『鬼おに塚づか』っていう、ものすごくいかつい伝でん説せつの不ふ良りょうがいるんだと思おもってんだけど……まさか女じょ子しだったとはな」

　だれがいかつい伝でん説せつの不ふ良りょうよ！

　こんなカワイイ女じょ子しなのに！

「それはさておき！　一いっ緒しょにがんばろう、幽ゆう斗とくん！　おばけギライを克こく服ふくしよう！」

　幽ゆう斗とくんはこんなにがんばってるんだもの。

　あきらめてしまうなんて、悲かなしすぎる。

　なんとしてでもおばけギライを直なおして、

　そしてそしてっ、

　カレンとも、なかよくなってもらおう！
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「──で、なんで突とつ然ぜんおばけ屋や敷しきなのよ」

　カレンが早さっ速そく不ふ満まんをもらした。

　うん、わかってた。

　日にち曜よう日びの午ご後ご、カレンと二人ふたりでショッピングモールへやってきた。

　このショッピングモールには、屋おく内ない型がたアトラクションのフロアがあって、その一いっ角かくにおばけ屋や敷しきがある。

　そこへカレンをつれていくと、当とう然ぜん、不ふ審しんがられた。

「や、やだなあカレン！　知しらないの？　このおばけ屋や敷しき、今いますっごく人にん気きなんだよ！　雑ざっ誌しにも載のってたしテレビでも紹しょう介かいされてたし！」

「だからって、なんで私わたしと夢ゆめ子こで……」

「えへへ、実じつはね、あともう二人ふたり、来くるんだ～」

「もう二人ふたり？」

「あ、来きたよ！」

　人ひとごみのむこうから、一いちノの瀬せくんと、幽ゆう斗とくんがそれぞれやってきた。

　カレンには内ない緒しょで、連れん絡らくしておいたんだ。

　幽ゆう斗とくんは、カレンを見みるなり、けげんな顔かおをした。

「──だれかと思おもったら。おまえ、いつも男だん子しを引ひき連つれて歩あるいてる、女じょ王おう様さまきどりのヤツか……」

　カレンがムッとした顔かおになった。

「アンタこそ転てん校こう早そう々そうケンカばっかりしてるんでしょ、野や蛮ばんなのよ。バカじゃないの？」

「ケンカなんかしてねーよ」

「あと、廊ろう下かで私わたしをおしのけたの、忘わすれてないからね」

「アレはおまえがジャマだったからだろうが」

「なんですって」

　ええええいきなり険けん悪あくムードなんですけどおおお。

　てゆうか幽ゆう斗とくんて、こないだ公こう園えんで話はなした時ときは過か剰じょうなくらいあやまる人ひとだったのに！

　なんでカレンにはこんなに好こう戦せん的てきなの!?

「ま、まあまあ二人ふたりとも」

　ピリピリした空くう気きをなごませようと、間あいだに割わって入はいった。

　どうしようかなコレ。

　まいったな。

　カレンと幽ゆう斗とくんて、相あい性しょう悪わるいのかな。

「四組くみの一いちノの瀬せ尊たけるです。よろしく」

　一いちノの瀬せくんが、幽ゆう斗とくんに右みぎ手てをさしだした。

「……影かげ山やまだ」

「うん、知しってる。有ゆう名めいだもんね」

　二人ふたりが握あく手しゅしてるのを見みて、ホッと胸むねをなでおろす。

　一いちノの瀬せくんと幽ゆう斗とくんは、なかよくなれそうだ。

「おい、鬼おに塚づか」

　幽ゆう斗とくんに腕うでを引ひっぱられた。

「なんなんだよコイツらは。聞きいてないぞ」

「カレンと、一いちノの瀬せくんだよ。二人ふたりとも私わたしのクラスメイトなんだ」

「クラスメイト集あつめてどうする気きだ。おばけギライを直なおす特とっ訓くんするっておまえが言いうから、わざわざ来きたんだぞ」

「うん。だから今いまから、みんなでここに入はいるの」

　おばけ屋や敷しきを指ゆびさすと、幽ゆう斗とくんが「マジか……」と青あおい顔かおでつぶやいた。

「……鬼おに塚づか、おれがこんなところに入はいれると思おもってるのか。ムリに決きまってるだろ」

「そんなこと言いってたら、いつまでも克こく服ふくできないよ」

「そうは言いっても……いや、絶ぜっ対たいムリだ。ムリに決きまってる。不ふ幸こうな予よ感かんしかしない。おれは帰かえる」

「ええー？」

　さっきカレンと言いい合あいしてる時ときは、あんなに強つよ気きだったのに。

　またネガティブモードにもどっちゃったよ。

「帰かえらないで幽ゆう斗とくん、一いっ緒しょにがんばろうよ」

「ムリなものはムリだ。それに、あのことは他ほかのヤツにバレたくないんだよ」

　あのことって……幽ゆう斗とくんがおばけギライってこと？

　そんなに知しられたくないのか。

「おれのおばけギライがバレたら、ホラーグッズを家いえに投なげこまれるかも知しれないだろ」

「あの二人ふたりはそんなことしないよ」

「ウワサが広ひろまれば、二人ふたり以い外がいのだれかがやるかも知しれない」

「大だい丈じょう夫ぶだよ幽ゆう斗とくん、絶ぜっ対たい言いわないから」

「今いまこうしてる間あいだも、だれかに盗とう聴ちょうされてるかも知しれない」

「落おちついて幽ゆう斗とくん」

「そして世せ界かい中じゅうからありとあらゆるホラーグッズがおれの家いえにとどくんだ……大おお型がたトラックに積つまれた何なんトンもの大たい量りょうホラーグッズが……それから世せ界かい的てきに有ゆう名めいなホラー小しょう説せつ家かや、アカデミー賞しょうを受じゅ賞しょうしたホラー映えい画が監かん督とくも、次つぎ々つぎにおれの家いえにやってくるんだ」

「もうネガティブなのかポジティブなのかわからなくなってきたよ」

「ムリだ。そんな生せい活かつ、おれにはたえられない」

「私わたしもたぶんたえられないよ」

「頼たのむ鬼おに塚づか、見み逃のがしてくれ。おまえの勾まが玉たまのことも、ヒミツにしといてやるから」

「私わたしのことはみんな知しってるよ」

「マジか！　すごいなおまえ、オープンなヤツだな！」

　え、そうかな。

　そんなにおどろくことかな。

　まあ、なんでもいいけど。

「とにかくおばけ屋や敷しきに入はいろうよ！　中ちゅう学がく生せい四枚まいお願ねがいしまーす！」

　ぎゃーとか、うわーとか叫さけぶ幽ゆう斗とくんの腕うでを力ちからずくで引ひっぱり、おばけ屋や敷しきの受うけ付つけに行いった。

「おや、夢ゆめ子こさま。グループデートですか、ほほえましいですね」

　受うけ付つけの中なかには、日に本ほん神しん話わに出でてくる神かみ様さまみたいな衣い装しょうを着きた、銀ぎん髪ぱつの男だん性せいがすわっていた。

　えーと。

「……なにしてんの」

「モギリのバイトです」

　受うけ付つけでチケットを販はん売ばいしている店てん員いんは、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまだった。

　いやいやいやいや。

　おかしいでしょ。

「なんで少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが、おばけ屋や敷しきでバイトしてるのよ」

「決けっしてヒマを持もてあましているからではありませんよ」

「へえ、ヒマなんだ」

「いいえちがいます、これも少しょう年ねんマンガの神かみとしての立りっ派ぱな業ぎょう務むです」

「そうなの？」

「はい。おばけ屋や敷しきの恐きょう怖ふにも負まけない、勇ゆう敢かんなヒーローが見みつかれば、少しょう年ねんマンガの道みちへスカウトしようと思おもいまして」

「えッ！　それじゃあ、新あらたなヒーローが見みつかったら、私わたしはお役やく御ご免めんで少しょう年ねんマンガとはオサラバできるってこと!?」

「アハハなにを言いってるんですか夢ゆめ子こさまそんなわけないでしょうウフフ。もし新あらたなヒーローが見みつかれば、夢ゆめ子こさまにはセンパイヒーローとして今いまより更さらなる大だい活かつ躍やくをして頂いただき、同どう時じに新しん人じんの育いく成せいも担たん当とうしてもらいます」

　今いまなんかすごくおそろしいことを言いわれた気きがする。

　まあいいや。全ぜん力りょくで忘わすれよう。

「おや、あなたはたしか──」

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが、幽ゆう斗とくんを見みてなにかを思おもい出だしたようだ。

　もしかして、知しり合あいなの？

「──あなたはたしか、小しょう学がく六年ねん生せいの時とき、肝きもだめしで好すきな女おんなの子こを放ほう置ちして逃にげてしまい、『女じょ子しを置おいて逃にげるなんてサイテー』と言いわれたことがトラウマとなり、おばけギライを克こく服ふくすべく、ホラーマンガの神かみを祀まつる怪かい奇き神じん社じゃへ足あししげく通かよい、大おお当あたりのおみくじを引ひいて勾まが玉たまを授さずかったけれど、おばけギライが直なおるどころかよりいっそう悪あっ化かした、影かげ山やま幽ゆう斗とさまですね！」

「どでかい声こえでむちゃくちゃわかりやすい説せつ明めいを長なが々ながとありがとうよ……」

　幽ゆう斗とくんが涙なみだ目めになってる。

　あーあ。

　せっかくヒミツにしてたのにね。

「いいんだ、どうせおれなんて……」って、またネガティブ発はつ言げんしてる。

「へえ、ホラーマンガの神かみ様さまの勾まが玉たまなんてのもあったのね」

「影かげ山やまくんはおばけギライだったのか。イメージとちがうな」

　カレンと一いちノの瀬せくんが、ものめずらしそうに幽ゆう斗とくんをながめてる。

　神かみ様さまは幽ゆう斗とくんに「おや幽ゆう斗とさま、涙なみだ目めになってますよ花か粉ふん症しょうですか？」なんてトボけたこと言いってる。

　ダメだ、あの神かみ様さまにつき合あってたら日ひが暮くれてしまう。

　さっさと次つぎに進すすむことにしよう。

「みんな、チケットも買かったし、中なかに入はいるよー！」

　このおばけ屋や敷しきは、最さい初しょだけカートで進すすみ、途と中ちゅうでカートから降おろされて歩あるくタイプのアトラクションだ。

　暗くらい中なかを自じ分ぶんの足あしで進すすむのはなかなか勇ゆう気きがいるけど、その分ぶん、ペア同どう士しの密みっ着ちゃく度ども高たかい！

「おばけ屋や敷しきご利り用ようの方かたはこちらへ。足あしもとに気きをつけて下ください」

　案あん内ないスタッフのおねえさんがいるカート乗のり場ばへ行いき、カレンと幽ゆう斗とくんを前まえにおしだした。

「さあ、カレンと幽ゆう斗とくん、いってらっしゃい！」

「え？　夢ゆめ子こたちは？」

「いいからいいから！」

「でも」

「ほら早はやく！　行いった行いった！」

　順じゅん番ばんに流ながれていくカートに、カレンと幽ゆう斗とくんをむりやりおしこんだ。

　二人ふたりを乗のせたカートは、すべるように暗くらいトンネルへとすいこまれていった。

　がんばってね、二人ふたりとも！

　幽ゆう斗とくんの訓くん練れんにもなるし、カレンは気きになる男おとこの子こと距きょ離りが縮ちぢまって一いっ石せき二に鳥ちょう！

　ウフフフ！

「──鬼おに塚づかさん。一いっ体たいなにをたくらんでいるんだい？」

　一いちノの瀬せくんが、ジロリと私わたしをにらんだ。

「え、べ、別べつに。なにもたくらんでないよ」

「じゃあ、その冷ひや汗あせは、なに？」

「ええと、ちがうよ、ただ私わたしは、幽ゆう斗とくんのおばけギライを直なおしてあげようと思おもって……」

「白しら鳥とりさんと二人ふたりだけで行いかせた理り由ゆうになってないよ」

「う……」

　一いちノの瀬せくんが、メガネのブリッジを指ゆびでくいとおし上あげる。

　ううう。

　推すい理りマンガの神かみ様さまの勾まが玉たまを持もつ、一いちノの瀬せくんにつめよられちゃあ、仕し方かたがない。

「……実じつはね、カレンが幽ゆう斗とくんのこと、気きになってるみたいなの」

「へえ、あの白しら鳥とりさんが」

　一いちノの瀬せくんが、意い外がいそうに目めを丸まるくした。

「だからって、強ごう引いんに二人ふたりをおばけ屋や敷しきに放ほうりこまなくても」

「だって、カレンっていじっぱりだし。こうでもしないとなかなか親したしくなれないと思おもって」

「ぼくは恋れん愛あいにくわしくないけど、こういうのは第だい三さん者しゃが口くちをはさむとよくないと思おもうんだ」

「そうかも知しれないけど……カレンは本ほん心しんを伝つたえるのがヘタクソなのよ。そのせいでよく誤ご解かいされちゃうの。だから、なんかこう、いい感かんじになるように、応おう援えんしてあげたくて……」

　一いちノの瀬せくんが、じっと私わたしの顔かおを見みつめた。

「どうしたの、一いちノの瀬せくん」

「いや、おもしろがってるだけかと思おもったら、ちゃんと白しら鳥とりさんのこと考かんがえてるんだね」

　一いちノの瀬せくんがやわらかくほほえんだ。

　ううっ、その笑え顔がおは反はん則そくだ。

　せっかくの休きゅう日じつに、一いちノの瀬せくんまでつき合あわせてごめんね、そうあやまろうとした時とき、

「──助たすけてくれええええッ！」

　突とつ然ぜん、おばけ屋や敷しきの出で口ぐちから、大おお勢ぜいの人ひとが飛とびだしてきた。

　お客きゃくらしき人ひとが数すう人にんと、あとは、おばけの扮ふん装そうをしている従じゅう業ぎょう員いん。

　その中なかに、カレンと幽ゆう斗とくんの姿すがたはなかった。

　二人ふたりはどうしたの？

　中なかでなにがあったの!?

「鬼おに塚づかさん、ぼくたちも中なかに入はいろう！」

　一いちノの瀬せくんと一いっ緒しょに、流ながれるカートへ飛とびこんだ。




　カートは不ぶ気き味みなトンネルをぬけたところで止とまった。

　私わたしたちはそこから、ひたすら暗くらい通つう路ろを足あし早ばやに進すすむ。

　血ちまみれの和わ室しつや、大おおきな鏡かがみが貼はられている部へ屋やを通とおりぬけていく。

　普ふ段だんならここでおばけが飛とびだしてくるんだろうな、という場ば所しょを通とおっても、なにも起おきない。

　従じゅう業ぎょう員いんたちがみんな、外そとへ逃にげてしまったからだろう。

「──あ、カレンだ！」

　しばらくして、少すこし広ひろい空くう間かんに出でた。

　そこにカレンと幽ゆう斗とくんがいた。

「カレン、大だい丈じょう夫ぶだった!?」

「あら、夢ゆめ子こたちもやっと来きたのね」

　カレンはいたってフツーだった。

　しかし……。

「うわあ。ここまで多おおいと、逆ぎゃくに現げん実じつ味みがなくなるね」

　一いちノの瀬せくんが感かん心しんしたように言いった。

　カレンと幽ゆう斗とくんは、大たい量りょうのおばけに囲かこまれていた。

　半はん透とう明めいのものや、足あしがないものが、空くう中ちゅうをふよふよと飛とびまわっている。

　うわあー、キモチワルイ。

　でも見み慣なれてくるとアレだな、３スリーＤディー映えい画がを観みてるみたい。

　一いちノの瀬せくんも、ふむふむとおばけを観かん察さつしている。

「一いちノの瀬せくんは、おばけ平へい気きなんだね」

「推すい理りモノに、血ちや遺い体たいはつきものだからね」

「それもそうか。カレンもおばけこわくないんだ？」

「虫むし以い外がいにこわいものなんて、私わたしにはないわ」

　ああ……なるほど。

　カレンおじょうさまは、おばけよりも虫むしがダメなんだね。

　そういや昔むかし、肩かたにテントウムシが止とまっただけで大おおさわぎしてたな。私わたしが取とってあげたけど。

「そう言いう鬼おに塚づかさんも、おばけ大だい丈じょう夫ぶなんだね」

「うーん、そうでもないと思おもうんだけど……やっぱ勾まが玉たまのせいかな？」

　あまりこわいと感かんじないなあ。

　というか、今いまここにいるおばけたちからは、邪じゃ悪あくなものを感かんじない。

　このおばけはみんな、幽ゆう斗とくんの勾まが玉たまの効こう果かで呼よび寄よせられたのだろう。

　当とうの幽ゆう斗とくんは、カレンの肩かたをつかんで背はい後ごにぴったりかくれている。

「足あしがすくんじゃったみたい。私わたしもこんなにつかまれちゃあ、動うごけないし」

　カレンが幽ゆう斗とくんを指ゆびさして言いった。

　幽ゆう斗とくん……それはちょっと残ざん念ねんすぎる。

「ほとんどの男だん子しがこぞって私わたしを守まもろうとするのに、私わたしの後うしろにかくれる男だん子しは初はじめてだわ」

　カレンがあきれたように言いうと、

「……おれのこと、情なさけない男おとこだと思おもってんだろ……」

　カレンの背せ中なかでぷるぷるふるえながら、幽ゆう斗とくんが言いった。

「笑わらいたきゃ笑わらえ。どうせおれは、なにをやってもダメなんだ……」

「笑わらわないわよ。一いち番ばん苦にが手てな勾まが玉たまを授さずかるなんて、すごい根こん性じょうじゃない。どんなことをしてでも自じ分ぶんを変かえたかったんでしょ？」

　幽ゆう斗とくんが、ハッとおどろいた顔かおをした。

「私わたしもね、自じ分ぶんを変かえたくて時とき愛め喜き神じん社じゃに行いったのよ」

　カレンが、自じ分ぶんの胸むなもとにある、うす桃もも色いろの勾まが玉たまを、そっとにぎりしめた。

「でも、なにも変かわらなかったわ。勾まが玉たまのおかげで色いろんなチャンスが増ふえたけど、そのチャンスを活いかすも殺ころすも、自じ分ぶんしだいなのよね。勾まが玉たまの力ちからで自じ分ぶんを変かえようなんて、どだいムリな話はなしだったのよ」

　さみしそうな瞳ひとみでカレンが言いった。

　カレンは、自じ分ぶんを変かえたかったんだ？

　そんなの、初はじめて聞きいた。

「……変かわりたい、って思おもった時じ点てんで、一いっ歩ぽ前まえに進すすんでるだろ。……たぶん」

　ぶっきらぼうに、幽ゆう斗とくんがつぶやいた。
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　今こん度どは、カレンがおどろいた顔かおをした。

「……そうね。そうだといいわね」

　カレンが、少すこしだけうれしそうにほほえんだ。

「勾まが玉たまで変かわるどころか、初はじめから勾まが玉たまにぴったり最さい適てきだった人ひともいるけどね」

　カレンが、ちらりと私わたしの方ほうを見みた。

「ああ、鬼おに塚づかか。少しょう年ねんマンガだっけ？」

「あの子この場ば合あいは適てき材ざい適てき所しょよ。自じ分ぶんでは自じ覚かくがないみたいだけど」

「人ひとは見みかけによらないな。どんくさそうなのにな」

「どんくさかったのよ。前まえまでは」

「公こう園えんのジャングルジムも登のぼれなそうな顔かおしてんのにな」

　ちょっと幽ゆう斗とくん！　シツレーだよ！　当あたってるけど！

　カレンも笑わらうんじゃない！

　でも、なんか、

　二人ふたりとも、ちょっとなかよくなってる？

「うわああっ！」

　近ちかくを飛とびまわっていたおばけが、急きゅうに幽ゆう斗とくんにくっつきだした。

　幽ゆう斗とくんが悲ひ鳴めいを上あげて、またもやカレンの背せ中なかにかくれてしまった。

「……仕し方かたないわね」

　カレンが、胸むなもとの勾まが玉たまを天てんにかかげると、勾まが玉たまが強つよい光ひかりを放はなった。

　すると、

「おじょうさま、紅こう茶ちゃをお持もちしました」

「姫ひめ、この花はなを受うけとって下ください」

「あなたの瞳ひとみはどんな宝ほう石せきよりも美うつくしい」

　男だん性せいの幽ゆう霊れいたちが集あつまってきて、カレンの世せ話わをやいたり、愛あいをささやいたりし始はじめた。

　す、すごい！

　カレンの勾まが玉たまは、幽ゆう霊れいにも効こう果かがあるんだね。

「──男おとこを家け来らいあつかいかよ。あいかわらずサイテーなヤツだな」

　幽ゆう斗とくんが、皮ひ肉にくっぽく言いった。

　カレンは少すこし悲かなしそうに目めをふせた。

「こら！　幽ゆう斗とくん！」

　私わたしが幽ゆう斗とくんのおでこにかるくデコピンすると、幽ゆう斗とくんの身体からだが三メートルほどふっ飛とんで壁かべにめりこんだ。

　ええーっ！　そんなに飛とんじゃう？

「ご、ごめん……。でも女おんなの子こにひどいコト言いわないの！　そういうの、言こと葉ばの暴ぼう力りょくって言いうんだよ！」

「……今いま現げん在ざいおれに暴ぼう力りょくふるってんのはおまえだけどな」

　ガラガラとくずれた壁かべの中なかから、こめかみに青あお筋すじ立たてた幽ゆう斗とくんが出でてきた。

　うっ……。

　そんなに力ちから入いれたつもりないんだけどな。

　でもこれ少しょう年ねんマンガ上じょうの演えん出しゅつみたいなもんだから、そんなにダメージないはずだしゆるしてね。

「──あのう、すみません」

　すぐそばの井い戸どの中なかから、かわいらしい女おんなの子こが顔かおをのぞかせた。

　だれだろう？

　逃にげおくれた従じゅう業ぎょう員いんさんかな？

「初しょ対たい面めんの方かたに大たい変へんぶしつけですが、お願ねがいがあるのです」

　女おんなの子こが、ずるりと井い戸どから這はい出でてきた。

　幽ゆう斗とくんが、あわ吹ふいてぶったおれた。

　その女おんなの子こは──ヒザから下したが、なかったのだ。










「──私わたしは、地じ縛ばく霊れいの菊きく枝えと申もうします。このおばけ屋や敷しきでアルバイトをしております」

　地じ縛ばく霊れいの菊きく枝えさんは、井い戸どのそばに礼れい儀ぎ正ただしく正せい座ざした。足あしはないけど。

　私わたしたちも同おなじように正せい座ざして、話はなしを聞きくことにした。

　幽ゆう斗とくんは気き絶ぜつしたままなので、寝ねころがしておいた。

「私わたしは、今いまから百年ねんほど前まえの、大たい正しょう時じ代だいに生うまれました。二十歳はたちで結けっ婚こんをし、三人にんのこどもにも恵めぐまれ、幸しあわせな人じん生せいでした。しかしたった一つだけ未み練れんがあったために、こうして成じょう仏ぶつできずに地じ縛ばく霊れいとなってしまいました」

　たった一つの未み練れんとは、なんだろう。

　あ、幽ゆう斗とくんが起おきた。

　でも菊きく枝えさんを見みてまた気き絶ぜつしちゃった。

「私わたし、おばけ屋や敷しきがめっちゃ好すきなんです！」

　菊きく枝えさんが力ちから強づよく宣せん言げんした。

「お祭まつりや博はく覧らん会かいで、おばけ屋や敷しきが催もよおされていれば必かならず通かよいましたし、もう大だい好すきすぎて、おばけ屋や敷しきの中なかに住すむのが夢ゆめでした！」

「その夢ゆめ、叶かなってるじゃん」

　大たい正しょう時じ代だいにも、おばけ屋や敷しきってあったんだね。

　しかしおばけ屋や敷しきが大だい好すきだなんて、幽ゆう斗とくんが聞きいたらうらやましがるだろうな。

　幽ゆう斗とくん、まだ気き絶ぜつしてるな。

「だけど私わたしの主しゅ人じんは、おばけが大だいの苦にが手てで、一いち度ども一いっ緒しょにおばけ屋や敷しきへは行いってくれませんでした」

「そうなんだ」

「一いち度どでいいのです、おばけ屋や敷しきデートというやつを、してみたいのです！」

　菊きく枝えさんが、ぐっとにぎりこぶしを作つくった。

　こんなにも生いき生いきとした幽ゆう霊れい、初はじめて見みた。

「菊きく枝えさんとデートしてくれる相あい手てを、私わたしたちが探さがせばいいってこと？」

　と、カレンが聞きくと、

「いいえ、急いそいでいるのです。今いますぐ成じょう仏ぶつしたいんです！」

「なぜそんなに急いそぐ必ひつ要ようがあるんだい？」

　一いちノの瀬せくんが聞きいた。

　菊きく枝えさんは、急きゅうに表ひょう情じょうを暗くらくした。

「最さい近きん、このおばけ屋や敷しきに、突とつ如じょとして凶きょう悪あくな霊れいが現あらわれるようになったのです」

「凶きょう悪あくな霊れいって……つまり、悪あく霊りょうってやつ？」

「はい。その悪あく霊りょうが、力ちからの弱よわい霊れいたちを次つぎ々つぎに消しょう滅めつさせていくんです。消しょう滅めつさせられると、輪りん廻ね転てん生しょうができなくなってしまいます」

「輪りん廻ね転てん生しょうって？」

　私わたしが聞きくと、「生うまれ変かわりのことだよ」と一いちノの瀬せくんが教おしえてくれた。

　死しんだ後あとに、別べつの生いき物ものに生うまれ変かわるっていう、アレのことね。

「地じ縛ばく霊れいとして自じ由ゆう気きままに楽たのしい死し後ごをすごしておりましたが……やはりまっとうに成じょう仏ぶつして、転てん生しょうしたいのです。だから協きょう力りょくして下ください！　成じょう仏ぶつするためには、この世よへの未み練れんを断たちきらないといけません」

　なるほど。

　ということはつまり……。

「私わたしと、おばけ屋や敷しきデートして下ください！」

　気き絶ぜつしている幽ゆう斗とくんの手てを、菊きく枝えさんがにぎりしめた。

「ええと、なんで、幽ゆう斗とくんなの？」

「だってこの人ひと、おばけがキライみたいだから。うちの主しゅ人じんに似にてるなあって」

　菊きく枝えさんが頬ほおを赤あからめて、はずかしそうに言いった。

　そうか、だんなさんと同おなじおばけギライだから、幽ゆう斗とくんとデートしたいのか。

　私わたしは、ハッと気きづいてカレンの顔かおを見みた。

「どうするカレン！」

「え、なにが」

「菊きく枝えさん、幽ゆう斗とくんとデートしたいって言いってるけど、どうする!?」

「なんで私わたしに聞きくのよ」

「幽ゆう斗とくんが他ほかの女おんなの子ことデートしても平へい気きなの!?」

「私わたしは平へい気きだけど。平へい気きじゃないのは幽ゆう斗との方ほうでしょ。幽ゆう霊れいとデートできるの？」

　あいかわらずカレンはポーカーフェイスだなあ！

　いや、もしかしたら自じ分ぶんの気き持もちに、まだ気きづいていないのかも知しれない。

　これは荒あら療りょう治じが必ひつ要ようね！

「ようし、私わたしに任まかせて！　名なづけて『菊きく枝えさん成じょう仏ぶつ大だい作さく戦せん』よ！」

　菊きく枝えさんのためにも、カレンのためにも、がんばらなくちゃ！










「おばけ屋や敷しきでのデートって、こんなに楽たのしいんですね！　幽ゆう斗とさんも楽たのしいですか？」

　菊きく枝えさんが、幽ゆう霊れいとは思おもえないほどのまぶしい笑え顔がおをむける。

　幽ゆう斗とくんと菊きく枝えさんは井い戸どのふちに並ならんですわり、一つのジュースに二本ほんのストローをさして飲のんでいる。

　おばけ屋や敷しきデートって、こういうのなんだ？

　想そう像ぞうしてたのと、ちょっとちがうけど。

　私わたしたちは、井い戸どから少すこしはなれたところに設せっ置ちしてある「呪のろいの十三階かい段だん」に腰こしかけて、デートを見み守まもることにした。
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　ところで幽ゆう斗とくんはさっきからずっと白しろ目めむいてるけど、また気き絶ぜつしてんのかな。

「ねえねえカレン、幽ゆう斗とくん取とられて嫉しっ妬としちゃうでしょ！」

「いや全ぜん然ぜん」

「またまた強つよがっちゃって！」

　そろそろカレンも自じ分ぶんの気き持もちに気きづき始はじめたんじゃないかしら！

「ねえねえ一いちノの瀬せくん聞きいて！　効こう果かがあったみたい！」

「効こう果かって、なにが？」

「このデート、もちろん菊きく枝えさんのためだけど、カレンへの荒あら療りょう治じでもあるのよ！」

「白しら鳥とりさんよりも、影かげ山やまくんへの荒あら療りょう治じになってるみたいだけど」

　菊きく枝えさんに手てをにぎられた幽ゆう斗とくんがあわを吹ふいている。

　がんばれ幽ゆう斗とくん。

　菊きく枝えさんの成じょう仏ぶつのためだ！

「あのう、夢ゆめ子こさん」

「どうしたの、菊きく枝えさん」

「となりの部へ屋やが三さん途ずの川かわになってるんですけど、そこで幽ゆう斗とさんとボートに乗のりたいんです！」

「いいじゃない！　出で口ぐち付ふ近きんは墓ぼ地ちになってるみたいだから、そこで記き念ねん写しゃ真しんも撮とっちゃいなよ！」

「うわあステキ！　ぜひ撮とりたいです！」

「言いっとくけどそれただの心しん霊れい写しゃ真しんだからな」

　幽ゆう斗とくんが涙なみだ目めでブツブツ言いってるけど、菊きく枝えさんが楽たのしそうだからオールオッケーだね！
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「──ありがとうございました。今日きょうはすごく楽たのしかったです！」

　デートを楽たのしんだ菊きく枝えさんが、ていねいに頭あたまを下さげてお礼れいを言いった。

　すると全ぜん身しんが白しろく発はっ光こうし始はじめた。

　どうやら成じょう仏ぶつできるみたいだ。

「幽ゆう斗とさん。おばけ苦にが手てなのに、私わたしとデートして下くださってありがとうございました」

「まあ……乗のりかかった船ふねだしな。しっかり転てん生しょうしてこい」

　菊きく枝えさんとは全ぜん然ぜんちがう方ほう向こうを見みながらしゃべってる。どうしても直ちょく視しはできないらしい。

　でも会かい話わできるようになったなんて、すごい進しん歩ぽだよ幽ゆう斗とくん！

「カレンさん、幽ゆう斗とさんを貸かして下くださってありがとうございました」

「いや私わたしのじゃないし。未み練れんが断たちきれてよかったわね」

　んもー、素す直なおじゃないなあ、カレンは。

「一いちノの瀬せさんもありがとうございました。一いちノの瀬せさんおすすめの推すい理りマンガは、生うまれ変かわったら全ぜん巻かん読どく破はしたいと思おもいます」

「生うまれ変かわるのに、どのくらいの時じ間かんがかかるんだい？」

　一いちノの瀬せくんの質しつ問もんに、菊きく枝えさんは、きょとんとした。

「ええと……人ひとによっては何なん年ねんもかかる場ば合あいがありますが、私わたしは死しんでから結けっ構こう時じ間かんが経たってますので、かなり早はやいかと思おもいます」

「では最さい短たんで、それも人にん間げんに生うまれ変かわったら、またぼくたちと会あえる可か能のう性せいもあるんだね」

　一いちノの瀬せくんが、にっこりとほほえんだ。

　菊きく枝えさんは、目めをぱちくりさせた後あと、みるみる笑え顔がおになった。

「生うまれ変かわって、もう一いち度ど会あえたら、私わたしとともだちになってくれますか？」

「もちろんだよ！」

　早はやく生うまれ変かわっておいで、菊きく枝えさん！

　待まってるからね！

「最さい後ごに夢ゆめ子こさん、ありがとうございました！　もし男おとこに生うまれ変かわったら、夢ゆめ子こさんみたいに明あかるくて優やさしいお嫁よめさんを見みつけたいと思おもいます」

　えええええマジでええええッ！

「ちょっとみんな聞きいた!?　私わたしのことお嫁よめさんにしたいって！」

「よかったね鬼おに塚づかさん」

「社しゃ交こう辞じ令れいでしょ」

「明あかるくてどんくさいのまちがいだろ」

　三分ぶんの二が塩しお対たい応おうだけど、気きにしない！

「ではみなさん、さようなら。お元げん気きで！」

　菊きく枝えさんの身体からだから放はなたれる光ひかりが、ますます強つよくなったその時とき、

　ズシリ、と建たて物もの全ぜん体たいがゆれたような気きがした。

「なに、今いまの……？」

　カレンたちも、異い変へんを感かんじたようだ。

　なんだかよくわからないけど、すごくイヤな感かんじがする。

　菊きく枝えさんが、白しろく発はっ光こうした状じょう態たいのままで、「まさか」と言いった。

　急きゅうに空くう気きが冷つめたくなった。

　今日きょうって、こんなに寒さむかったっけ。

「夢ゆめ子こ、後うしろ！」

　カレンの声こえにふり返かえると、黒くろい影かげがあった。

　よく見みるとそれは、鎧よろいを着きたサムライの人にん形ぎょうだった。

　この人にん形ぎょうはたしか、入いり口ぐちを入はいってすぐの、血ちまみれの和わ室しつに飾かざってあったはず。

　それが、どうしてここに？

「夢ゆめ子こさん逃にげて！」

　菊きく枝えさんの叫さけび声ごえが聞きこえた時ときにはもう、銀ぎん色いろに光ひかる刀かたなが私わたしの頭あたまめがけてふり下おろされていた。

　とっさに右みぎへよけて、床ゆかの上うえを転ころがる。

「え……？」

　左ひだり腕うでが熱あつい。

　見みると、左ひだりの二にの腕うであたりに切きり傷きずがあり、血ちが流ながれていた。

　完かん全ぜんによけたつもりだったのに。

　斬きられた感かん覚かくなんて、なかったのに。

「あの鎧よろい武む者しゃが、例れいの悪あく霊りょうです」

　菊きく枝えさんがそばへ来きて、手て早ばやく傷きず口ぐちを布ぬのでしばってくれた。

　菊きく枝えさんの身体からだは、もう光ひかっていない。

　成じょう仏ぶつは、どうなったの？

　胸むねがザワザワする。

　さっきからなんなんだろう、このイヤな感かんじは。

「──人ひともバケモノも、力ちからの弱よわい者ものは全すべてこの刀かたなで消けしさってやろう」

　鎧よろい武む者しゃが日に本ほん刀とうをゆっくりとふり上あげ、不ぶ気き味みな笑わらい声ごえを出だした。

　この声こえ、聞きいたことがある気きがする。

　いつだったっけ。

　どこでだっけ。




　──まるで自じ分ぶんが正せい義ぎだと言いわんばかりの、愚おろかな色いろですね。




　そうだ、

　あの時ときだ。

　あの時とき、

　道みちをたずねてきたあの男だん性せいは、

　──だれだったっけ。




「鬼おに塚づか！」

　幽ゆう斗とくんの声こえで、ハッとわれに返かえる。

　鎧よろい武む者しゃの刀かたなをかわし、腰こしの魔ま剣けんに手てをかけたが、すぐに次つぎの刀かたながふってくる。

　どうしよう、刀かたなを抜ぬくヒマがない。

　もしかしたらコイツ、私わたしより速はやいんじゃないかな。

「ぐはァッ！」

　刀かたなをよけることに集しゅう中ちゅうしていたら、おなかに強きょう烈れつな蹴けりが入はいった。

　数すうメートル真ま後うしろにふっ飛とんで、壁かべに激げき突とつしたと同どう時じに、首くびをしめられる。

　ふっ飛とばされた私わたしと同おなじスピードで追おいついてくるって、コイツどんだけ速はやく動うごけるの!?

　しかもすごい腕わん力りょくだ。

「う、ぐ……っ！」

　首くびをギリギリとしめ上あげられて、手ても足あしも出でない。

　どうしよう、やばい。

「夢ゆめ子こさんをはなして！」

　菊きく枝えさんが、鎧よろい武む者しゃに体たい当あたりをした。

　首くびをしめる力ちからが少すこしゆるんだスキに、腕うでをふりはらって逃にげ、魔ま剣けんをやっと抜ぬいた。

「そんなオンボロ刀がたなでなにができる！」

　鎧よろい武む者しゃが目めにもとまらぬ速はやさで次つぎ々つぎに斬きりつけてくる。

　受うけるのがやっとで、一ひと太た刀ちも浴あびせることができない。

　しかも、一いち撃げき一いち撃げきが、すごく重おもい。

　刀かたなを持もつ手てが、しびれてきた。

　やっぱり腕わん力りょくでは敵かないそうもない。

　となると、速はやさで勝しょう負ぶするしかない。

　私わたしは鎧よろい武む者しゃの背はい後ごに回まわるため、床ゆかを蹴けって走はしろうとしたが、

「おそい！」

　走はしりだす寸すん前ぜんで身体からだごと蹴けり飛とばされてしまった。

「夢ゆめ子こさん！」

　たおれた私わたしのもとへ菊きく枝えさんがやってきて、抱かかえ起おこしてくれた。

　──ダメだ。

　力ちからでも、

　速はやさでも、

　勝かてない。

　こわい。

　ムリだ。

　勝かてない。

　この鎧よろい武む者しゃに私わたしは、勝かてない。

「全ぜん員いんまとめて、死しぬがいい」

　鎧よろい武む者しゃが、ゆっくりと近ちかづいてくる。

　急きゅうに魔ま剣けんが重おもくなった。

　足あしに力ちからが入はいらない。

　立たてない。

　これ以い上じょうは、もう、戦たたかえない。

　鎧よろい武む者しゃに、殺ころされる──。

「──夢ゆめ子こさん！」

　菊きく枝えさんに強つよく手てをにぎられて、ハァッと息いきを吐はきだした。

　私わたし、息いきしてなかったんだ。

「──夢ゆめ子こさん。前ぜん方ぽうの壁かべに、柳やなぎが描えがかれてあるのが見みえますか？」

　菊きく枝えさんに言いわれて前ぜん方ぽうを見みてみると、井い戸どの近ちかくの壁かべに、柳やなぎが描えがかれてあった。

「本ほん来らいならあの部ぶ分ぶんに、霊れい道どうがあるんです」

「霊れい道どう？」

「ええ、霊れいが通とおる道みちです。ここで働はたらいている霊れいたちは、それを通とおって従じゅう業ぎょう員いん食しょく堂どうで休きゅう憩けいをするのです。ですが今いまは、悪あく霊りょうの邪じゃ気きで霊れい道どうがふさがれてしまっています。だから──」

　菊きく枝えさんが、キッと鎧よろい武む者しゃをにらんだ。

「だから私わたしが、今いまからヤツに斬きられます」

　斬きられる？

　菊きく枝えさんが、鎧よろい武む者しゃに？

「私わたしの魂たましいがはじける時ときに、わずかながら衝しょう撃げき波はが出でます。その衝しょう撃げき波はで、一いち時じ的てきですが霊れい道どうが開ひらけるはずです。みなさんはそれを通とおって避ひ難なんして下ください」

「え、ちょっと待まって」

「あの悪あく霊りょうは、このおばけ屋や敷しきの中なかにしか出しゅつ没ぼつしたことがないんです。屋や敷しきの外そとへ出でれば、ヤツも追おってこないでしょう」

「そうじゃなくて、それじゃあ菊きく枝えさんが……」

「大だい丈じょう夫ぶですよ夢ゆめ子こさん、私わたしはすでに死しんでいるのです」

　菊きく枝えさんが、にっこりとほほえんだ。

「地じ縛ばく霊れいになってから、こんなに楽たのしい時じ間かんをすごしたのは、今日きょうが初はじめてです。本ほん当とうにありがとうございました」

「待まってよ菊きく枝えさん、悪あく霊りょうに斬きられたら、転てん生しょうできないんじゃあ……」

「実じつは私わたしには、もう一つ未み練れんがあったのです」

「え？」

　もう一つの未み練れん？

　おばけ屋や敷しきでデートしてみたい、という未み練れんの他ほかに、もう一つあったの？

「……還かん暦れきを迎むかえたころでした。台たい風ふうの夜よる、ぬかるんだ道みちで足あしをすべらせて、私わたしは川かわに落おちたんです。私わたしの主しゅ人じんは、おぼれている私わたしを助たすけるために、川かわに飛とびこみました。そしてそのまま帰かえらぬ人ひととなりました」

　キュッと強つよくにぎりしめられた手てから、冷つめたい悲かなしみが伝つたわってくるようだった。

　菊きく枝えさんと、だんなさんは、

　そんな悲かなしいお別わかれだったんだ。

「私わたしが代かわりに死しねばよかったって、ずっと悔くやんでいました。でも、たった今いま、目もく標ひょうを見みつけたんです」

　菊きく枝えさんが、顔かおを上あげた。

「どうせ死しぬのなら、私わたしも主しゅ人じんみたいに、だれかを守まもって死しにたいです」

　その笑え顔がおは、今いままで見みてきた、生いきてるだれよりもまぶしく感かんじられた。

「見みず知しらずの幽ゆう霊れいに、なんのためらいもなく助たすけの手てをさしのべられる、そんな夢ゆめ子こさんに出で会あえてよかったです」

「菊きく枝えさん待まって、でも」

「ふせて！　霊れい道どうが開ひらいたら一いっ気きに走はしりぬけて下ください！」

　菊きく枝えさんが鎧よろい武む者しゃに飛とびかかった。

　鎧よろい武む者しゃはまるでホコリをはらうような軽かるいしぐさで菊きく枝えさんを刀かたなでなぎはらい、

　そして、

　菊きく枝えさんの胸むねをつらぬいた。




　菊きく枝えさんの身体からだが、ちりになって、消きえた。




　消きえた。

　消きえてしまった。




　ズシンと建たて物ものがゆれて強つよい風かぜが吹ふいた。

　柳やなぎの絵えがあった場ば所しょに、黒くろくて大おおきな穴あなが開あいた。

「霊れい道どうか。こしゃくなマネを……！」

　鎧よろい武む者しゃはなにかをふりはらうようなしぐさをして、ふらついている。

　ちりが、鎧よろい武む者しゃの顔かおをおおっている。

　あれはもしかしたら、菊きく枝えさんが、最さい期ごの力ちからで……？

　私わたしは魔ま剣けんを強つよくにぎりしめた。

「──鬼おに塚づかさん！」

　私わたしの行こう動どうを察さっしたのか。

　一いちノの瀬せくんが私わたしの右みぎ腕うでを強つよくつかんだ。

「来くるんだ鬼おに塚づかさん！　霊れい道どうはどんどん小ちいさくなっている！」

「やだ、行いかない！」

「菊きく枝えさんの死しをムダにする気きか！」

「わかってる！　わかってるけど私わたしは行いけない！」

　だって約やく束そくした。

　生うまれ変かわったら、ともだちになるって。

　約やく束そくしたのに！

「アイツをこっぱみじんにするまではここから逃にげない！」

　魔ま剣けんを手てに、高たかくジャンプした。

　鎧よろい武む者しゃの頭ず上じょうから刀かたなをふり下おろしたが、かんたんに受うけ止とめられた。

　しかも間かん髪はつをいれずに斬きりかかってくる。

　だけど引ひかない。

　さっきは鎧よろい武む者しゃの攻こう撃げきを受うけて、引ひいてばかりだったけど、もう引ひかない。

　私わたしは死しに物ものぐるいで、一歩ぽ前まえに踏ふみだした。

　ごめんね菊きく枝えさん。

　私わたしがモタモタしていたから。

　ごめんね。

　鎧よろい武む者しゃの胴どう体たいへ、渾こん身しんの一いち撃げきを浴あびせた。

　よろけたところへ、さらにもう一いち撃げき。

　鎧よろい武む者しゃのこぶしが飛とんできた。

　バランスをくずしかけたが、なんとか踏ふみとどまる。

　視し界かいのはしで、一いちノの瀬せくんが、幽ゆう斗とくんとカレンを霊れい道どうの中なかへおしやっているのが見みえた。

「二人ふたりは先さきに逃にげて。ぼくは鬼おに塚づかさんとここに残のこるよ」

「なにムチャなこと言いってるの一いちノの瀬せくん！　夢ゆめ子こも早はやくこっちに来きて！」

「そうだぞ鬼おに塚づか、早はやく来こい！　一いちノの瀬せおまえ、さっさと鬼おに塚づかつれてこいよ！」

「それは不ふ可か能のうなんだよ影かげ山やまくん！」

「なんで!?」

「鬼おに塚づかさんは、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまに取とり憑つかれているのだから！」

[image: ]

　鎧よろい武む者しゃの斬ざん撃げきを受うけて後あとずさった時とき、幽ゆう斗とくんと目めが合あった。

「鬼おに塚づか、おまえ……悪あく霊りょうがこわくないのか!?」

「こわいよ！」

　めちゃくちゃこわいよ！

　こわいし、

　痛いたいし、

　暗くらいし、

　早はやくおうちに帰かえりたい！

　でも、

　だけど！




「泣なき言ごとは、後あとでまとめてぜんぶ言いう！」




　今いまは、アイツをたおすこと以い外がいは考かんがえない！

「みんなは先さきに逃にげて！　私わたしはコイツをたおしてから行いくから！」

　私わたしがそう言いうと、鎧よろい武む者しゃが低ひくく笑わらった。

「その必ひつ要ようはない。なぜなら一人ひとり残のこらずここで死しぬのだからな」

　カレンの悲ひ鳴めいが聞きこえた。

　見みると、数すう体たいの幽ゆう霊れいがカレンの身体からだに巻まきついて、拘こう束そくしている。

　顔かおはよく見みえないが、白しろい着き物もの姿すがたで、長ながい黒くろ髪かみの幽ゆう霊れいだ。

　鎧よろい武む者しゃの手て下したなんだろうか。

「女おんなの悪あく霊りょう相あい手てでは、あの娘むすめが持もっている少しょう女じょマンガの勾まが玉たまの威い力りょくも通つうじまい」

　と、鎧よろい武む者しゃが言いった。

　コイツ、私わたしたちの勾まが玉たまのことを知しってる。

　なぜか背せ筋すじがゾッとした。

「──鬼おに塚づかを見みてたら、思おもい出だしたよ」

　顔がん面めんに冷ひや汗あせをかいた幽ゆう斗とくんが、カレンにゆっくり近ちかづいていく。

「おれはあの日ひ、決きめたんだ。もう二に度どと、だれかを置おいて逃にげたりしないって……」

　幽ゆう斗とくんが、白しろい着き物ものの幽ゆう霊れいの頭あたまをわしづかみにした。

　ウソでしょ！

　幽ゆう斗とくんが、おばけをつかむなんて！

「うおおおおおおっ！」

　幽ゆう斗とくんが、カレンの身体からだから幽ゆう霊れいを力ちから任まかせに引ひきはがそうとしている。

「ちょ、ちょっとやめなさい！　あんたおばけ苦にが手てなんでしょ！」

　カレンがあわてて叫さけんだ。

「私わたしは平へい気きだから！　ムリして助たすけなくていいってば！　素す手ででおばけと戦たたかうなんてムチャよ！」

「うるせえ！　ほれた女おんなは必かならず守まもるって決きめてんだよ！」

「男おとこが女おんなを守まもるなんていまどき古ふるいのよ！」

「男おとことか女おんなとかカンケーなく、大だい事じなヤツを守まもりたいと思おもうのがフツーだろうが！　だまっておれに守まもられてろ！　それになあ──」

　幽ゆう斗とくんの足あしもとから、黒くろい物ものがいくつもボコボコと姿すがたを現あらわした。

　見み上あげるほどの大おおきさになったそれは、この間あいだ見みた、黒くろいバケモノだ。

「──おれが戦たたかってる相あい手てはおばけじゃない、おれ自じ身しんだ！」

[image: ]

　黒くろいバケモノたちが口くちを開あけて、着き物ものの幽ゆう霊れいに噛かみついた。




　幽ゆう斗とくんもしかして、おばけを使つかいこなせるようになったの!?

「鬼おに塚づか、こっちは任まかせろ！　思おもい切きりブチかませ！」

　私わたしは魔ま剣けんをかまえ直なおした。

　なぜだろう。

　魔ま剣けんが、急きゅうに軽かるくなった気きがする。

「──解げせんな」

　鎧よろい武む者しゃがつぶやいた。

「なぜおまえらは逃にげぬ？　霊れい道どうを通とおれば、かんたんに逃にげられたはずだ。人にん間げんは、自じ分ぶんの命いのちが一いち番ばん大だい事じなのだろう？」

「……自じ分ぶんの命いのちと同おなじくらい、大だい事じなものがあるからよ」

　そう思おもったから、

　菊きく枝えさんのだんなさんも、

　迷まよわず川かわに飛とびこんだにちがいない。

「大だい事じなものとは、さっき消しょう滅めつさせた地じ縛ばく霊れいのことか？　あんな低てい級きゅう霊れいの一体たいや二体たい、消きえたところでなんだというのだ。おまえには関かん係けいのないことだろう？」

「……あー、わかった。逃にげない理り由ゆう、もう一つあったわ」

　魔ま剣けんを強つよくにぎり、すぐ横よこの壁かべへ飛とび上あがった。

「アンタの泣なきっ面つらが見みたいからよ！」

　壁かべを走はしって鎧よろい武む者しゃの背はい後ごに回まわり、背せ中なかを斬きった。

　そのまま回かい転てんしながら腰こしを落おとして右みぎ足あし、切きっ先さきを上あげて左ひだり腕うでを斬きった。

　だけど──鎧よろいにヒビすら入はいらなかった。

「なんだそれは。大だい道どう芸げいか？　なかなかおもしろい」

　横よこっ面つらを思おもい切きりなぐられた。

　ふき飛とんだ私わたしは壁かべを二枚まいくらい突つき破やぶって、最さい奥おうの部へ屋やにゴロゴロと転ころがった。

　目めの前まえに、いくつもの墓はか石いしが見みえた。

　そうだ、ここは出で口ぐちに一いち番ばん近ちかい部へ屋や。

　この部へ屋やは墓ぼ地ちの設せっ定ていになっていて、お墓はかのセットが設せっ置ちされている。もちろん本ほん物ものじゃない。

「あれ、魔ま剣けんが……」

　魔ま剣けんがない。

　どこへいったんだろう。

「探さがし物ものは、これか？」

　背はい後ごからの声こえに、ふりむかず、勘かんだけでよけた。

　ギラリと光ひかる、するどい刃やいばが見みえた。

　ふり返かえると、鎧よろい武む者しゃが魔ま剣けんを持もって立たっていた。

「自じ分ぶんの刀かたなに、斬きられてみるか？」

　鎧よろい武む者しゃが、ゆかいそうに笑わらった。

　冗じょう談だんじゃない。

　魔ま剣けんは、人ひとの命いのちをうばうことはないが、斬きった相あい手ての戦せん意いを喪そう失しつさせてしまうのだ。

「どうした！　この刀かたなを取とりもどしたいのだろう！」

　とんでもない速はやさで続つづけざまに斬きりこんでくる。

　魔ま剣けんと、自じ分ぶんの刀かたなの二本ほんを使つかって。

　私わたしは必ひっ死しで刀かたなをかわす。

　斬きられてしまったら、おしまいだ。

　部へ屋やの中なかを逃にげ回まわった。

　鎧よろい武む者しゃの持もつ魔ま剣けんが、墓はか石いしや壁かべや床ゆかを破は壊かいしていく。

　スキを見みて鎧よろい武む者しゃのみぞおちに蹴けりを入いれた。

　だけど全まったく効きかない。

　すね、わき腹ばら、顔がん面めんにも蹴けりを入いれた。

　しかし鎧よろい武む者しゃはよろめくことすらなく、さらに速はやいスピードで斬きりつけてくる。

「──鬼おに塚づかさん、ソイツをいくら攻こう撃げきしてもダメだ！」

　一いちノの瀬せくんが部へ屋やに飛とびこんできた。

「ぼくの推すい理りが正ただしければ、あれは本ほん体たいじゃない！　本ほん体たいはきっとここだ！」

　墓ぼ地ちのセットの中なかでもひときわ大おおきい、真まっ黒くろの墓はか石いしを、一いちノの瀬せくんが持もち上あげようとしている。

「なんのためらいもなく部へ屋や中じゅうを破は壊かいしていたくせに、この黒くろい墓はか石いしだけは、刀かたなが当あたりそうになった時ときに動うごきを止とめたんだ！」

　鎧よろい武む者しゃが、本ほん体たいじゃない？

　その墓はか石いしの中なかには、一いっ体たいなにが──？

「なかなかするどい洞どう察さつ力りょくだな、小こ僧ぞう。ほうびにこれをやろう」

　鎧よろい武む者しゃが、魔ま剣けんではない方ほうの刀かたなを一いちノの瀬せくんめがけて矢やのように投なげた。

　一いちノの瀬せくんがあぶない！

　走はしろうとしたが、眼がん前ぜんに刃やいばが突つきつけられた。

「ムダだ！　魔ま剣けんのないおまえになにができる!?」

　魔ま剣けんのない私わたしになにができるって!?

「こんなコトができるのよ！」

　床ゆかに思おもい切きりこぶしをブチこんだ。

　部へ屋や中じゅうに亀き裂れつが走はしり、大おおきくゆれて一いちノの瀬せくんがころび、その上うえを刀かたなは通とおりすぎて壁かべに突つき刺ささった。

「ぬおおおおおおおッ！」

　全ぜん身しん全ぜん霊れいの力ちからをこめて、私わたしは床ゆか全ぜん体たいをバリバリとめくり上あげた。

　鎧よろい武む者しゃの身体からだが傾かたむいた。

　私わたしはすばやくダッシュして、鎧よろい武む者しゃの両りょう足あし首くびをつかんだ。




「ふっ飛とべええええッ！」




　そのまま思おもい切きりぶん投なげた。

　鎧よろい武む者しゃの身体からだは、黒くろい墓はか石いしに激げき突とつした。

　墓はか石いしが粉こな々ごなにくだけた。

「お、おのれえ……よくも……っ！」

　鎧よろい武む者しゃの身体からだから、煙けむりみたいなものが出でてきた。

　そしてあっという間まに、ドライアイスのように消きえてなくなってしまった。

　──やった。

　勝かった。

　鎧よろい武む者しゃを、

　たおせたんだ、私わたし……。

「──おそらくこれが、あの鎧よろい武む者しゃをあやつっていたんだ」

　一いちノの瀬せくんが、粉こな々ごなになった墓はか石いしの破は片へんの中なかから、なにかを取とりだした。

　それは、直ちょっ径けい三センチほどの、黒くろくて丸まるい石いしだった。

　こんな小ちいさな石いしが、あれを動うごかしていたの？

　だれがここに置おいたの？

　なんのために？

　その黒くろい石いしにもやがてヒビが入はいり、粉こな々ごなにくだけてしまった。










「──やっと出でられたァ～！」

　おばけ屋や敷しきの外そとへ出でて、みんな通つう路ろにへたりこんだ。

　カレンも一いちノの瀬せくんも幽ゆう斗とくんも、くたくたに疲つかれている。

「幽ゆう斗と、血ちが出でてる」

　カレンが幽ゆう斗とくんの肩かたを指ゆびさした。

「ああ、こんなのケガのうちに入はいらねえよ」

「私わたし、バンソウコウ持もってるから」

「いらん」

　カレンがバンソウコウを渡わたそうとするが、幽ゆう斗とくんは「いらない」の一いっ点てん張ばり。

　よかった。

　二人ふたりとも、なかよくなったんだね。

「──おやおや、みなさんお疲つかれのようですね。おばけ屋や敷しきはそんなにこわかったですか？」

　にこにこ笑え顔がおで、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが私わたしたちのそばへやってきた。

　……そう言いえばさァ、

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまってさァ、

　一いち応おう、神かみ様さまなんだからさァ、

　私わたしたち、殺ころされるところだったんだけどさァ、

　なんで助たすけたりとか、してくれないの？

「……ねえ、神かみ様さま。なんで助たすけてくれなかったの」

「はい？　なにかあったんですか」

「……神かみ様さま、なにも知しらないの？」

「なにも、とは？」

「ずっとここにいたんでしょ？」

「いえ。従じゅう業ぎょう員いん食しょく堂どうで、トンカツ定てい食しょくを食たべていました」

　またトンカツかアァァァァ！

　あまりにも腹はらが立たったのでバックドロップとかコブラツイストとかをしかけるシミュレーションを頭あたまの中なかでしてみたけれど、この神かみ様さまにダメージをあたえられる気きがしないので、ただひたすら怒いかりのオーラを全ぜん身しんからメラメラとたぎらせてみた。

　私わたしの怒いかりオーラを見みた神かみ様さまは、「夢ゆめ子こさまは元げん気きいっぱいですねえ」とほほえんだ。

　やっぱ腹はら立たつわァァァ。

「元げん気きいっぱいと言いえば、地じ縛ばく霊れいバイトの菊きく枝えさんも、なかなかのおてんば娘むすめでしてねえ」

　明あかるく話はなしだした神かみ様さまに、私わたしたちは、しん……とだまってしまった。

　神かみ様さまは、菊きく枝えさんが消しょう滅めつしたこと、まだ知しらないんだ……。

「さきほど私わたしが食しょく堂どうでトンカツ定てい食しょくを味あじわっていたら、突とつ然ぜん天てん井じょうから菊きく枝えさんが降ふってきたのですよ」

　神かみ様さまの後うしろから、ひょっこりと姿すがたを現あらわしたのは……。

「き、菊きく枝えさん!?」

「はい！　なぜだか無ぶ事じでした！」

　菊きく枝えさんが、満まん面めんの笑えみで抱だきついてきた。

　菊きく枝えさんだ！

　正しょう真しん正しょう銘めい、菊きく枝えさんだ！

　菊きく枝えさん、生いきてた！

　いや、死しんでるけど！

　でも生いきてたあ！

　いや死しんでるけどおおお！

「菊きく枝えさんよかったあ！　本ほん当とうによかった！　でもどうして!?」

「はい、少すこしでも鎧よろい武む者しゃの足あし止どめがしたくって、斬きられた瞬しゅん間かんにめいっぱい霊れい波はを出だしたんですけど、どうやらそれで運うんよく食しょく堂どうへふっ飛とんだみたいです」

「そうだったんだ！　鎧よろい武む者しゃにも負まけないなんて、菊きく枝えさんの霊れい波ははすごいね！」

「いえ、本ほん当とうはあぶないところでした。食しょく堂どうへふっ飛とんだものの、ほとんど消しょう滅めつしかかっていました。でも少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが救きゅう命めい措そ置ちして下くださったおかげで、なんとか消しょう滅めつせずにすんだのです」

　そうなんだ、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが菊きく枝えさんを助たすけてくれたんだ？

「少しょう年ねんマンガの神かみ様さま！」

「なんでしょう、夢ゆめ子こさま？」

「トンカツ食たべてるだけの役やく立たたずキャラなのに、たまには神かみ様さまらしいことするんだね！」

「アハハ夢ゆめ子こさまったらそれで褒ほめてるおつもりですかウフフ。いくら温おん厚こうな私わたしでもそろそろ怒おこっちゃいますよウフフフ」

　こめかみに血けっ管かん浮うき上あがらせながら笑わらう神かみ様さまの横よこで、菊きく枝えさんの身体からだが白しろく発はっ光こうしはじめた。

　あ、もしかして……。

「では、今こん度どこそ成じょう仏ぶつさせて頂いただきます」

　菊きく枝えさんがにっこりと笑わらった。

「みなさん、本ほん当とうに本ほん当とうに、ありがとうございました！」

　目めがくらむほどの強つよい光ひかりを放はなった後あと、菊きく枝えさんの姿すがたは消きえた。

　ちゃんと成じょう仏ぶつできたんだね。

　よかった。

　本ほん当とうに、よかった。

　生うまれ変かわったら、また会あおうね！

　約やく束そくだよ、菊きく枝えさん！

　ちらりととなりを見みると、一いちノの瀬せくんが、菊きく枝えさんがいたはずの場ば所しょを、優やさしいまなざしで見みつめている。




　──ぼくは鬼おに塚づかさんとここに残のこるよ。




　あの時とき、死しんでしまうかも知しれない危き険けんな状じょう況きょうの中なかで、

　一いちノの瀬せくんは、私わたしと一いっ緒しょに残のこることを選せん択たくしてくれた。

　あれはなかなか、うれしかったなあ。

「夢ゆめ子こ！」

　一いちノの瀬せくんをじっと見みつめていたら、カレンがひじでつついてきた。

「よかったわね夢ゆめ子こ。一いちノの瀬せくんは、夢ゆめ子こと片かた時ときもはなれたくないって言いってたじゃない！」

「いや一いちノの瀬せくんそんなこと言いってないから。カレンの方ほうこそ、胸むねキュンしちゃったでしょ？」

「なんで？」

「幽ゆう斗とくんがカレンのこと、必ひっ死しで守まもってくれてたじゃない」

「あー、あんなの大たいしたことじゃないわよ。たいていの男だん子しは私わたしを守まもろうとするのよ、勾まが玉たまの威い力りょくでね」

　カレンが、つっけんどんな言いい方かたをした。

「そうそう、一つ言いい忘わすれておりました」

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが、カレンに笑え顔がおをむけた。

「勾まが玉たまを持もつ者もの同どう士しは、その効こう果かに巻まきこまれることはあっても、互たがいに影えい響きょうは受うけないのですよ」

　うん？

　どういうこと？

「つまりカレンさまの勾まが玉たまの威い力りょくは、幽ゆう斗とさまには全まったく通つうじません」

　ふーん、そうなんだ。

　あ、カレンの顔かおが真まっ赤かになった。

「……おいカレン。おれの決けっ死しのバトルを『大たいしたことない』呼よばわりしやがったな……？」

　不ふキゲン顔がおの幽ゆう斗とくんが、カレンのもとへやってきた。

「はあ？　どこが決けっ死しのバトルよ。幽ゆう斗との足あし、ガクブルだったじゃない」

「だからそれが決けっ死しのバトルなんだよ。おれがどんだけおばけ苦にが手てかわかってんのか」

「だれも助たすけてくれなんて頼たのんでないでしょ。恩おん着きせがましいわね」

「かわいくねーな。おまえなんか助たすけるんじゃなかったわ」

「私わたしこそアンタになんか助たすけられたくなかったわよ」

　ちょ、ちょ、ちょっと！

　二人ふたりの言いい合あいが止とまらなくなってしまった。

　おかしいな、なかよくなったように見みえたんだけどな。

「一いちノの瀬せくん、どうしよう」

「どうしたの鬼おに塚づかさん」

「カレンと幽ゆう斗とくんをなかよくさせたかったのに……なんだか悪あっ化かする一いっ方ぽうなんだけど」

「大だい丈じょう夫ぶだよ鬼おに塚づかさん。二人ふたりはちゃんとなかよくなってるよ」

「そうなの……？」

「なんならぼくたちは、あの二人ふたりとは別べつのルートで帰かえろうか？」

　一いちノの瀬せくんが、にこりとほほえんだ。

　マ、マジでっ？

　カレンたちとはここで別わかれて、

　私わたしと、一いちノの瀬せくんの、二人ふたりっきりで？

　ああなんだかこういうの、少しょう女じょマンガで見みたことあるような気きがする！

　ともだちの恋こいを、男おとこともだちと一いっ緒しょに応おう援えんしていたら、

　自じ分ぶんたちもだんだんいい感かんじになっていく、アレでしょ！

　そして気きがつけば、二ふた組くみのカップルが成せい立りつしている、ってやつでしょ！

　うわー、そう考かんがえると、なんかドキドキしてきた！

　ものすごく少しょう女じょマンガっぽいんじゃない？

　これからステキな恋こいが始はじまるんじゃない!?




「──夢ゆめ子こ！　なんとかしてよコレ！」

　カレンが突とつ然ぜん、大おおきな声こえを出だした。

　見みると、幽ゆう斗とくんの周まわりに、大たい量りょうのおばけが発はっ生せいしている。

　ちょっと、もー、なにやってんの。

「幽ゆう斗とくん、ダメでしょ。ショッピングモール内ないでおばけ発はっ生せいさせないでよ」

　他ほかのお客きゃくさまの迷めい惑わくになるでしょー、と言いって肩かたをたたいたら、幽ゆう斗とくんがその場ばにバタリとたおれた。

　あ、白しろ目めだ。

　幽ゆう斗とくん、気き絶ぜつしてる。

　だけど幽ゆう斗とくんの胸むなもとの勾まが玉たまは、強つよい光ひかりを放はなちつづけている。

　ちょっとォォォォ！

　この状じょう態たいって、やばいんじゃないの!?

「──鬼おに塚づかさん大たい変へんだ！　おばけが暴ぼう走そうしている！」

　次つぎ々つぎにおばけが発はっ生せいし、ショッピングモールの中なかを自じ由ゆうに飛とびまわり始はじめた。

　あちこちから悲ひ鳴めいが上あがっている。

　うわあああどうしよう！

「鬼おに塚づかさん、おばけが上うえのフロアへもむかっている！　早はやく止とめないと！」

　マジでえええ！

　どうしたらいいのコレ、

　一体たい一体たい、魔ま剣けんで斬きればいいの？

　めっちゃ時じ間かんかかりそうなんだけど！

「夢ゆめ子こ、おばけがあっちでクレープ食たべ始はじめたわよ」

　マジでえええええ！

　つか、おばけのくせにクレープ楽たのしむな！

　私わたしだって食たべたいわァ！

「……どうせおれなんて、なにをやってもダメなんだ……」

　気き絶ぜつしてる幽ゆう斗とくんが、ブツブツうわごとを言いっている。

　おばけをコントロールできるようになったんじゃなかったの？

　発はっ生せいさせといて気き絶ぜつするとかむちゃくちゃ迷めい惑わくなんですけど！

「夢ゆめ子こさま、手ての平ひらに『人ひと』という文も字じを三回かい書かくと心こころがおだやかになりますよ」

　今いまこの状じょう況きょうでそんなおまじない絶ぜっ対たいいらんわァ！

　神かみ様さまだったらなんとかしてよぉぉぉ！




　──少しょう女じょマンガっぽい、なんて思おもった私わたしがバカだった。

　前ぜん言げん撤てっ回かいだ。




　やっぱり、

　こんなの、

　ちっとも、

　少しょう女じょマンガじゃな……、




「──鬼おに塚づかさん、あぶない！」

　突とつ然ぜん目めの前まえに現あらわれた巨きょ大だいなおばけに、思おもわずのけぞった。

　そのままバランスをくずして真ま後うしろにたおれる。

　あ、コレ、後こう頭とう部ぶにたんこぶできちゃうやつだ。

　来きたるべき衝しょう撃げきにそなえて、ぎゅっと目めをつぶった。

　だけど、

「──大だい丈じょう夫ぶ？」

　衝しょう撃げきは来こなかった。

　目めを開あけると、

　一いちノの瀬せくんの、ドアップ。

「……んなッ！」

　ななななななッ！

　なんと！

　一いちノの瀬せくんが私わたしを抱だきとめてくれている！

　うひゃあーッ！

　生いきててよかった！

「うわ、大たい変へんだ、鬼おに塚づかさんの顔かおが異い常じょうなほど赤あかくなってるよ。病びょう院いんに行いかなきゃ」

　遠とおくからカレンの「一いちノの瀬せくんが手てをはなせばすぐ治なおるわよ」という冷れい静せいなツッコミが聞きこえる。

　余よ計けいなこと言いわないでカレン、こんなチャンスめったにないんだから。

　もう少すこしだけ、このままでいさせて。

　ああ一いちノの瀬せくんが、王おう子じさまに見みえる……。










　少しょう女じょマンガじゃない……こともないかも！

[image: ]










　　あとがき




　やあ、ぼくのかわいい子こ猫ねこちゃんたち、こんにちは。

　イケメン高こう校こう生せいの、南み空そらヒカルです！

『少しょう女じょマンガじゃない！』第だい２巻かんは、楽たのしんでもらえたかな？

　新しんキャラの男だん子しが三人にんも登とう場じょうしたけど、きみの好すきなタイプは見みつかったかい？

　一いち番ばんかっこいいのは、やっぱりぼくだよね！　きみの気き持もち、ちゃんとわかってるよ！（ウィンク）

　さてここで、突とつ然ぜんだけどきみに大だい事じなお知しらせがあるんだ。

　実じつはね、この本ほんには、ある「呪まじない」が、かけられているんだよ。

　それはね、「南み空そらヒカルと素す敵てきな恋こいができる呪まじない」なんだ！

　……え、ちがうって？　むこうで夢ゆめ子こちゃんが、めっちゃ怒おこってる。

　アハハわかったよ、怒おこらないでよ夢ゆめ子こちゃん。今いまのはちょっとした冗じょう談だんだよ。エヘヘ。

　この本ほんにかけられてる本ほん当とうの呪まじないは、

「ヒーローの素そ質しつが身みにつく呪まじない」だよ。

　夢ゆめ子こちゃんはこれから、もっとこわくて、もっと強つよい敵てきと、戦たたかわなくちゃいけない。

　だから、きみの力ちからが必ひつ要ようなんだ。夢ゆめ子こちゃんの後こう輩はいになって、一いっ緒しょに戦たたかってくれるかい？

　大だい丈じょう夫ぶだよ。特とく別べつな訓くん練れんも、準じゅん備びも、いらないから。

　必ひつ要ようなのはハンカチとティッシュと、マンガの世せ界かいに飛とびこむ勇ゆう気き！

　それから、ぼくへのラブレターさ！

　ヒーローになったきみが、大だい活かつ躍やくしてくれるのを楽たのしみにしているよ！

　夢ゆめ子こちゃんと一いっ緒しょに、わるい敵てきをやっつけちゃおう！

　──え？　ヒーローじゃなくて、少しょう女じょマンガのヒロインみたいな恋こいがしたいんだって？

　アハハごめんごめん！　それならゆっくり息いきを吸すいこんで、こう叫さけべばいいんだよ。

「──こんなの、少しょう女じょマンガじゃない！」








南み空そらヒカル（代だい筆ひつ 水みず無なし仙せん丸まる）
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少しょう女じょマンガじゃない！




②恋こいの悩なやみはひとそれぞれ
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